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国際大会で３年連続の金賞受賞
第19回米・食味分析鑑定コンクール：国際大会

第1回九州のお米食味コンクールin菊池
第5回「菊池米」食味コンクール

菊池人
中原英さん

第５回グッドライフアワード
環境大臣賞受賞

菊池が全国の自治体で第１号

餅つきぺったん婚・やま婚
絆深めるほっこり恋活

市県民税・所得税申告のしおり
税金は必ず納めましょう

菊池市の家計簿
平成 28 年度決算

菊芋・ヤーコン料理コンテスト
自慢のレシピで賞品をゲット！

初期症状を見逃さないで！脳梗塞
健康だより

情報と元気を発信するマガジン

広報きくち
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日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
1/28 1/29 1/30 1/31 1

●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所

2 3
◆奄美フェア泥染
め体験会�
9:00 ～（要予約）
きくち観光物産館
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図

7
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
菊池市役所
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家
■企業支援セミナー
13:30 ～16:00

（要申込）菊生セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

4
◆奄美フェア泥染
め体験会�
9:00 ～（要予約）
七城メロンドーム

5 6
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）旭憩家

8 9
■無料人権相談
10:00 ～15:00
菊生セ
◆きくちわいふの
ひな祭り�
～3/11まで
菊池夢美術館

10
●おはなしのもり
10:30 ～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
■古代山城に関す
る研究会�　
13:00 ～16:30
菊文館
ひな祭り国際交流イ
ベント　13:00 ～　
菊池夢美術館

11建国記念の日
◆ 第 44 回 泗 水 町
内一周駅伝大会
8:30 ～ 孔子公園

12振替休日
■「城山の日」５周
年記念講演会�
10:00 ～11:30
七　公

13
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所

14
●1歳6カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）泗支所
■市民講座「美と健
康のエクササイズ」
19:00 ～20:30

（要申込）菊生セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

15
●３・４カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ

16
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館
■男女共同参画専
門委員相談�
13:30 ～16:30

（要予約）菊池市役所

17
■資料（古文書・古
写真）受け入れ日
�9:00 ～11:00
菊中図
●中央おはなし会
10:30 ～菊中図
●旭志おはなし会
13:30 ～旭　図
●古典を楽しむ会
14:00 ～泗　図

18
●泗水おたのしみ会
14:00 ～泗　図

19 20
◆養生園つなごう
フットパス�
10:00 ～（要申込）
●６・７カ月児健診
13:10 ～13:30

（受付）西部セ
■認知症サポー
ター養成講座�　
14:00 ～菊福館

21
■弁護士相談
9:00 ～12:00

（要予約）泗支所
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
■行政無料相談
10:00 ～12:00
泗支所
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

22
■認知症介護家族
のつどい�
13:30 ～15:30
菊老福

23
●おはなしの部屋
11:00 ～泗　図
●３歳児健診 
13:10 ～13:30

（受付）菊文館

24
■菊池市認知症市民
フォーラム�
10:00 ～泗　ホ
●おはなしのもり
10:30 ～菊中図
●しすいっ子童話
会のおはなし会
11:00 ～泗　図
■花壇づくり講習会
�13:30 ～15:00

（要申込）富の原一
区公民館
◆第56回菊池まち
づくり道場�
19:00 ～ 松倉邸

25
◆軽トラ朝市
歩き愛です同時開
催
7:30 ～11:30
迎町・中央区・立町
◆城山の日
8:00 ～ 10:00
菊池公園

26
●七城おはなし会
11:00 ～七　図

27
■年金出張相談
9:30 ～15:00

（要予約）菊池市役所
●３歳児歯科健診 
13:10 ～13:40

（受付）菊文館
■もの忘れ相談会�
13:30 ～16:00

（要予約）高齢支援課

28
●育児教室
9:30 ～10:00
西部セ
■窓口延長

（各種証明書の発行）
毎週水曜日
～20:00 市民課

3/1
◆いきいき100歳
体操交流会�　
13:30 ～15:30

（要申込）菊文館

3/2 3/3（土）

3/4（日）
◆老人クラブ芸能
大会�
9:20 ～菊文館　

二
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成
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し
大
成
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▼
は
じ
め
ま
し
て
。
１
月
か
ら
広

報
担
当
に
な
り
ま
し
た
松
永
で
す
。

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
で
の
撮
影
に
取

材
、
編
集
と
毎
日
が
初
め
て
の
連

続
で
ま
だ
右
も
左
も
分
か
ら
な
い

状
態
で
す
が
、
前
進
あ
る
の
み
！
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癒
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ふ
る
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祭
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京
２
０
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８
」
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行
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て
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ま
し
た
。
日
本
の
名

立
た
る
祭
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が
一
堂
に
会
す
る
祭

典
で
、
10
日
間
で
40
万
人
が
来
場

す
る
超
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

そ
こ
に
な
ん
と
菊
池
白
龍
が
初
参

戦
し
ま
し
た
。
熱
気
渦
巻
く
祭
り

の
様
子
は
来
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
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楽
し
み
に
！　
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▼
菊
池
人
の
写
真
は
、
地
層
の
断

面
を
観
察
で
き
る
花
房
台
の
麓
で

撮
影
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歴
代
の
阿
蘇
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、
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気

の
南
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な
っ
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チ
バ
ニ
ア
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呼
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の
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見

ら
れ
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貴
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場
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ラ
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楽
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方
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付
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。　
　
伊
藤



12 月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：49,393 人 － 34
　 菊池：24,672 人 － 32
　 七城： 5,339 人 7
　 旭志： 4,617 人 － 14
　 泗水：14,765 人 5
男　性：23,686 人 － 12
女　性：25,707 人 － 22
世　帯： 19,046 世帯 20

年齢別人口 
0 ～
14 歳 6,471 人 13%

15 ～
64 歳 27,295 人 55%

65 歳
以上 15,627 人 32%

Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～Contents ～今月号の掲載項目～
３ 菊池人  中原英さん

４ 第５回グッドライフアワード【自治体部門】環境大臣賞受賞

５ 絆深めるほっこり恋活 菊池に恋 !
餅つきぺったん婚・やま婚

６ 平成30年菊池市成人式 二十歳の誓い

８
第19回米・食味コンクール：国際大会
第1回九州のお米食味コンクール in 菊池
第5回「菊池米」食味コンクール

10 市県民税・所得税  申告のしおり
12 平成28年度決算  菊池市の家計簿
14
15

菊芋・ヤーコン 料理コンテスト
国民年金情報

16
17

シリーズ日本遺産
プラチナ人財育成塾参加報告

18
健康だより
初期症状を見逃さないで！脳梗塞
ワンコイン健康チェック測定会／特定健診の養生園での受診につ
いて／歯ッピーキッズ

20
21

文芸きくち
図書だより

22
23

嶋屋日記の風景／人権・同和教育シリーズ
菊池夢美術館情報／わいふ一番館だより
ふるさと緑の便り 菊池グリーンツーリズム
はい！こちら菊池市消費者生活センターです！

24

～

31

情報つう
▼お知らせ
教育資金を「国の教育ローン」がサポートします／平成30年度か
ら国民健康保険制度が変わります／熊本地震災害廃棄物の持ち
込みは２月28日までです／古文書・古写真を探しています／菊池
市は景観まちづくりに取り組みます／水道・下水道利用料などは期
限内に納付してください／２月の「税」の納期限２月28日㈬／飼い
犬 ･ 飼い猫には避妊去勢手術をしましょう／熊本城マラソン２０１８
開催に伴う交通規制／フグの食中毒に注意しましょう／特定（産業
別）最低賃金が改定されました／介護予防ミニ講座
▼募集
市営住宅中町団地の入居者を募集します／統計調査員を随時募集
しています／歴史探訪バスツアー参加者募集しています／唐辛子
を生産しませんか／パブリックコメントにご協力ください／庭作り
のコツを楽しく実践花壇づくり講習会／職業訓練コース／「養生園
つなごうフットパス２月」参加者募集／菊池市奨学資金貸付の申請
を受け付けます／にっぽん縦断こころ旅お手紙募集／全国健康保
険協会加入者の被扶養者健診／健康ノルディックウオーキングに
参加しませんか
▼相談・講演講習
もの忘れ相談会／男女共同参画専門委員相談／無料人権相談所
／納税相談夜間窓口を開設します／県子ども・若者総合相談セン
ター出張相談会／認知症介護家族のつどい／認知症サポーター
養成講座／日本遺産認定記念講演会
▼イベント・その他
第56回菊池まちづくり道場／奄美物産フェア泥染め体験会／いき
いき１００歳体操交流会／どんぐりペイント･ブローチづくりイベン
ト／菊池地域合同公売会／菊池市認知症市民フォーラム／老人ク
ラブ芸能大会／熊本地震菊池渓谷復興支援コンサート マティス・
ベロイターピアノリサイタル／第63回熊日菊池桜マラソン大会
with 2018KUMA FUN RUNコラボレーション！

32
33

市民の広場／地域おこし協力隊通信
菊池っ子だより

34 TOPICS ～まちの話題～
38
39

市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー

平時も緊急時も行政・防災情報を確実に受け取る

「きくち防災・行政ナビ」の主な特徴

きくち防災・行政ナビ
配信スタート！
　防災無線や戸別受信機からの情報を日常・災害時問わ
ず、普段お使いのスマートフォンやタブレット端末を利用し
て、確実に受け取れるアプリケーションを配布しています。
ぜひ、ダウンロードしてご利用ください。

音声だけでなく、防災無線などの情報を文
字や画像を使って見ることができます。

普段お使いのスマートフォンやタブレットを
利用するため、自宅や外出先で情報を確認
できます。

GooglePlayやApp Storeで「きくち防
災」と検索し、ダウンロードしてください。
上記のQRコードを読み取ると便利です。

繰り返し、何度でも情報を確認できます。

文字・音声・画像で

いつでも、どこでも

何度でも

ダウンロードはこちらから

【問合わせ先】 防災交通課 ☎0968（25）7203
Android用 iPhone用

「菊池人」
希望者を募集します
　 新 し い こ と に 挑戦 し て い る
人、伝統を受け継いでいる人など、
菊池で頑張っている人を募集し
ます。本市在住であれば自薦・他
薦は問いません。詳しくは市長
公室まで問い合わせてください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252

郷土史研究家

中原 英さん

1_ 研究会で調査結果を発表　2_ 菊池川流域の地図を貼り合わせた相棒の地図。細
かな研究結果はもちろん、縄文や弥生時代の湖の範囲も描いている　3_ 花房小で剣
道を指導。「退職しても、子どもに関われるのは幸せ。子どもたちから元気が貰えるよ」

55
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テ
ー
プ
で
貼
り
合
わ
せ
た
一
畳
半
ほ
ど
の

地
図
を
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
る
。「
約

40
年
前
か
ら
調
査
結
果
を
書
き
込
み
続
け
て

い
る
。
私
の
研
究
が
詰
ま
っ
た
宝
物
で
す
」。

地
質
や
地
名
、
古
代
史
を
研
究
。
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
古
代
の
痕
跡
を
訪
ね
歩
く
地
道
な
作

業
だ
が
「
郷
土
の
謎
を
解
き
明
か
し
て
い
く

の
が
面
白
い
。
新
た
な
古
墳
を
発
見
し
た
こ

と
も
あ
る
ん
で
す
よ
」
と
興
味
は
尽
き
な
い
。

　

小
学
生
の
と
き
、
親
類
の
家
で
古
代
中
国

の
貨
泉
が
出
土
し
、
地
学
や
考
古
学
に
興
味

を
持
っ
た
。
大
学
卒
業
後
は
小
学
校
教
師
と

し
て
県
内
各
地
に
着
任
。
そ
の
傍
ら
、
熊
本

大
学
の
科
学
派
遣
生
と
し
て
故
郷
菊
池
の
地

質
調
査
を
続
け
た
。
退
職
後
は
地
名
も
研
究
。

菊
池
平
野
の
高
低
差
や
地
名
、
伝
承
を
綿
密

に
調
べ
上
げ
、
当
地
に
伝
え
ら
れ
る
古
代
の

湖
「
茂も

賀が

の
浦
」
が
一
帯
に
実
在
し
た
根
拠

を
発
表
し
た
。「
４
万
年
前
ま
で
花
房
台
地

は
湖
底
だ
っ
た
。
そ
の
証
拠
が
菊
池
の
各
地

に
点
在
し
て
い
る
ん
で
す
」

　

中
学
か
ら
始
め
た
剣
道
は
６
段
の
腕
前
。

教
員
時
代
か
ら
指
導
を
続
け
、
教
え
子
は
約

６
０
０
人
に
も
の
ぼ
る
。
趣
味
で
栽
培
し
て

い
る
蕎
麦
は
、
自
身
で
実
を
挽
く
凝
り
よ
う

だ
。
近
所
の
小
学
生
に
蕎
麦
打
ち
の
体
験
教

室
も
開
く
。「
私
も
子
ど
も
た
ち
も
蕎
麦
の

太
さ
は
バ
ラ
バ
ラ
。で
も
、自
分
た
ち
で
打
っ

た
も
の
は
何
よ
り
も
お
い
し
い
よ
」。

　

現
在
は
、
菊
池
川
流
域
に
あ
っ
た
と
さ
れ

る
狗く

奴な

国
に
つ
い
て
調
査
中
。
日
本
遺
産
の

案
内
ガ
イ
ド
も
勉
強
中
だ
。「
何
歳
に
な
っ

て
も
、
研
究
は
生
き
が
い
」。
新
た
な
謎
を

解
き
明
か
す
べ
く
、
菊
池
を
駆
け
ま
わ
る

日
々
は
続
く
。

菊池の謎を
解き明かしたい

Profile　なかはら・ひでし
昭和18年11月25日生。地質や地名を
研究し、地域の歴史を解き明かしている。
邪馬台国連絡協議会や徳冨愛子愛好会、
市文化財保護委員など、数々の団体に所
属。趣味は家庭菜園と剣道。花房台在住。

今月の表紙
菊池市成人式を取材。一生
に一度の晴れ舞台で、晴れ
着に身を包んだ新成人を撮
影しました。友人との再会
を喜んだり両親との記念撮
影を楽しんだりする新成人
たち。式典では「日本と菊
池の未来を担う立派な大人
になりたい」と、決意を新
たにしていました。（関連
６ページ）
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環境省主催の「第５回グッドライフアワード」で、本市が平成29年９月に実施した事業
「ミライカレッジ菊池『おばあちゃんの栗山を守るプロジェクト』菊池暮らし体験ツアー」が

自治体部門で環境大臣賞を受賞しました。

第５回グッドライフアワード 【自治体部門】

1_市民と参加者の交流会 2_都市部の人に農村体験を提供している民泊施設「つばき庵」の高
たか

木
き

恵
え

美
み

さ
ん（道園） 3_髙

こう

山
やま

郁
いく

代
よ

さんと参加者 ４_参加者が全員でむいた栗をイベントで活用してもらうために贈呈 
５_参加者による栗の皮むき ６_収穫した菊池産の栗 7_都内で表彰を受けた芳

よし

野
の

勇
ゆう

一
いち

郎
ろう

副市長（左から２
番目）と東

ひがし

誠
せい

也
や

参事（左から３番目） ８_髙山さんが栗の選別について説明

１

２３
５６８ ４

７

全
国
の
自
治
体
で
第
１
号

　

こ
の
ア
ワ
ー
ド
は
、環
境
や
社
会
に
対
し

て
良
い
暮
ら
し
や
、そ
れ
ら
を
支
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、サ
ー
ビ
ス・
技
術
な
ど
を
応
援

す
る
も
の
で
す
。
自
治
体
部
門
は
今
回
か
ら

新
た
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
、本
市
が
1
回

目
の
受
賞
自
治
体
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ア
ワ
ー
ド
に
は
全
国
か
ら
１
５
０
団
体
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
そ
の
う
ち
環
境
大
臣
賞
に
本

市
を
含
む
９
団
体
、実
行
委
員
会
特
別
賞
に

23
団
体
、計
32
団
体
が
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
事
業
は
、地
域
資
源
を
活
用
し
た

暮
ら
し
体
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
里
山
に
住
む

人
と
都
市
部
に
住
む
人
と
の
交
流
を
深
め
、

絆
と
つ
な
が
り
を
つ
く
り
、菊
池
フ
ァ
ン
の
獲

得
と
移
住
者
の
増
加
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

移
住
促
進
施
策
の一環
と
し
て
３
年
前
か
ら

取
り
組
み
、今
年
は
本
市
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る「
里
山
の
暮
ら
し
」に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
。

重
味
地
区
で
栗
を一人
で
育
て
る
髙こ

う

山や
ま

郁い
く

代よ

さ
ん（
茂
藤
里
）に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、都
市

部
の
人
と
と
も
に
森
林
保
全
、清
掃
、収
穫

を
し
ま
し
た
。
ま
た
、栗
を
一
つ
ず
つ
丁
寧
に

手
作
業
で
加
工
。
６
次
化
産
業
を
実
現
す
る

た
め
の
ス
イ
ー
ツ
作
り
も
行
い
ま
し
た
。

　

企
画
振
興
課
集
落・定
住
支
援
室
の
東ひ

が
し

誠せ
い

也や

参
事
は「
住
民
が
大
切
に
守
っ
て
き
た
文

化
や
自
然
環
境
は
、都
市
部
に
住
む
人
に
と
っ

て
と
て
も
魅
力
的
な
も
の
で
す
。
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ん
と一緒
に
菊
池
の
魅
力
を
発
信

し
、菊
池
フ
ァ
ン
の
獲
得
と
移
住
支
援
を
行
っ

て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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12

1.2.4.10.12_ 晴れやかな表情の新成人たち 3_ お祝いのメッセージが多数寄せられた 5.7.14_ 恩師の言葉に笑顔があふれる 6.9.11.13_ 実
行委員（順不同）：松

ま つ

原
ば ら

佑
ゆ う

華
か

さん、村
む ら

上
か み

麻
ま

紀
き

さん（五海）、古
ふ る

荘
しょう

優
ゆ う

香
か

さん（北原）、岡
お か

島
じ ま

麻
あ さ

美
み

さん（高野瀬）、古
ふ る

津
つ

令
れ

那
な

さん（小川）、田
た

島
し ま

侑
ゆ う

佳
か

さん、
井

い

手
で

和
か ず

樹
き

さん、郷
ご う

原
は ら

廣
ひ ろ

也
や

さん、森
も り

颯
そ う

一
い ち

朗
ろ う

さん、小
お

佐
さ

田
だ

佳
け い

祐
す け

さん 8_ イントロクイズで思い出を共有

新成人の代表２人が、誓いの言葉を述べました。

成
人
を
祝
し
大
成
を
祈
る

　
平
成
30
年
菊
池
市
成
人
式
は
１
月

７
日
、
菊
池
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
６
０
８
人
が
新
成
人

と
な
り
、
大
人
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

　
実
行
委
員
紹
介
の
後
、
委
員
長
の

松ま
つ

原ば
ら

佑ゆ
う

華か

さ
ん
（
亘
）
が
「
当
た
り

前
の
こ
と
に
感
謝
し
な
が
ら
、
自
覚

と
責
任
感
を
持
ち
、
社
会
に
貢
献
し

て
い
け
る
よ
う
共
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典
で

は
、
田た

島し
ま

侑ゆ
う

佳か

さ
ん
（
間
所
）
の
開

式
宣
言
の
後
、江え

頭が
し
ら

実み
の
る

市
長
が
「
社

会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
よ
う
と
、

皆
さ
ん
一
人
一
人
が
揺
る
ぎ
な
い
信

念
と
自
信
を
持
っ
て
、
夢
や
希
望
に

向
か
い
、
悔
い
の
な
い
人
生
を
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
式
辞
。
中
学
校
時
代

の
恩
師
も
駆
け
つ
け
、
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

　
新
成
人
の
井い

手で

和か
ず

樹き

さ
ん
（
朝
日

団
地
）、郷ご

う

原は
ら

廣ひ
ろ

也や

さ
ん（
富
の
原
北
）

が
「
二
十
歳
の
誓
い
」
を
述
べ
た
後
、

森も
り

颯そ
う

一い
ち

朗ろ
う

さ
ん
（
平
）
の
交
通
安
全

宣
言
、
小お

佐さ

田だ

佳け
い

祐す
け

さ
ん
（
片
角
）

の
閉
式
宣
言
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
式
典
後
の
2
部
で
は
、
新
成
人
実

行
委
員
で
企
画
し
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
が
あ
り
、
新
成
人
が
小
中
学
生
の

頃
の
懐
か
し
い
曲
の
イ
ン
ト
ロ
当
て

ク
イ
ズ
や
突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
将

来
の
夢
を
語
り
合
う
な
ど
、
会
場
は

多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

郷
ごう

原
はら

廣
ひろ

也
や

さん

若
い
力
で
日
本
を
創
り
た
い

　
本
日
、
私
た
ち
が
成
人
と
い
う
節
目

を
迎
え
る
に
当
た
り
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
式
典
を
設
け
て
く
だ
さ
り
、

心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　
私
は
、
今
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
に

支
え
ら
れ
生
き
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
も
、
父
が
い
な
い
中
、
育
て
て
く
れ

た
母
や
祖
母
に
は
と
て
も
感
謝
し
て
い

ま
す
。
小
中
高
と
自
分
の
好
き
な
野
球

を
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
道
具
を
買
っ
て

く
れ
た
り
し
ま
し
た
。

　
母
や
祖
母
へ
の
恩
を
返
す
た
め
に
も
、

こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
学
に
励
み
、
私

の
目
標
の
公
務
員
試
験
合
格
を
目
指

し
、
立
派
な
消
防
士
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
母
や
祖
母
に
孝
行

し
、
一
人
前
の
社
会
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
二
十
歳
に
な
り
ま
し

た
の
で
、
一
社
会
人
と
し
て
見
ら
れ
ま

す
。
行
動
や
言
動
に
も
責
任
を
持
ち
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
ま
だ
二
十
歳
で
す
。
日
本

を
背
負
っ
て
い
く
立
場
を
自
覚
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
努
力
し
、
新
成
人
の

パ
ワ
ー
で
こ
れ
か
ら
の
日
本
、
社
会
を

創
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

社
会
に
貢
献
で
き
る
大
人
に

　
今
日
を
迎
え
る
ま
で
に
、
苦
労
や
困

難
、
楽
し
い
こ
と
や
う
れ
し
い
こ
と
な

ど
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
が
一
番
影
響
を

受
け
た
の
は
、
高
校
か
ら
専
門
学
校
ま

で
の
５
年
間
で
す
。
高
校
は
私
立
に
進

学
し
、
好
き
な
サ
ッ
カ
ー
を
３
年
間
続

け
ま
し
た
。
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
大
切
な
仲
間
と
切

磋
琢
磨
し
て
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
新
し
い
夢
も
で
き
ま
し
た
。
美
容

師
と
い
う
職
業
で
す
。
専
門
学
校
に
通

い
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
く

じ
け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
し
い

仲
間
も
た
く
さ
ん
増
え
、
就
職
も
決
ま

り
ま
し
た
。

　
こ
の
５
年
間
、
自
分
の
し
た
い
こ
と

を
さ
せ
て
く
れ
た
母
に
は
一
番
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
私
が
支
え

て
い
く
番
で
す
。
東
京
で
立
派
な
美
容

師
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
親
孝
行

を
し
た
い
で
す
。

　
新
成
人
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
先

も
私
た
ち
の
活
躍
を
期
待
し
見
守
り
続

け
て
く
だ
さ
い
。
社
会
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
。

井
い

手
で

和
かず

樹
き

さん

8

9

14

12

3

45

平成30年菊池市成人式

写真は公式 Facebook「癒しの里 菊池」にもアップしていますのでご覧ください。
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菊
池
米
の
う
ま
さ
を
世
界
に
証
明

国
際
総
合
部
門
で
３
連
覇

　
「
第
19
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン

ク
ー
ル：
国
際
大
会
」は
出
品
数
、規
模

と
も
に
世
界
最
大
級
の
米
品
評
会
で
、

世
界
各
国
か
ら
５
５
５
１
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
国
際
総
合
部
門
で
金
賞
を

受
賞
し
た
堀ほ

り

田た

英ひ
で

臣お
み

さ
ん
は
、前
回
に

続
き
２
年
連
続
の
快
挙
。
九
州
で
は
唯

一
の
受
賞
で
、市
と
し
て
は
３
年
連
続

で「
日
本
一
の
米
」に
輝
き
ま
し
た
。ま

た
、都
道
府
県
代
表
お
米
選
手
権
で
は
、

栃と
ち

原は
ら

慶け
い

三ぞ
う

さ
ん（
加
恵
）の
コ
メ
が
最
高

位
の
金
賞
を
獲
得
。
ダ
ブ
ル
の
金
賞
で

２
倍
の
喜
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
古
代
か
ら
米
ど
こ
ろ
と
し
て
名
を
は

せ
て
き
た
菊
池
市
。
昨
年
の
4
月
に
は

第
1
回
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー

ル
in
菊
池

　

良
質
な
米
づ
く
り
へ
の
意
欲
向
上

と
日
本
市
場
に
お
け
る
九
州
産
米
の

価
値
を
高
め
、世
界
へ
の
販
路
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。
九
州
各
県
か
ら
１
６
７
１
点
の

出
品
が
あ
り
、自
治
体
部
門
で
は
菊
池

市
が
優
勝
し
ま
し
た
。

第
5
回「
菊
池
米
」食
味
コ
ン
ク
ー
ル

　

３
３
９
点
の
出
品
が
あ
り
、個
人
総

合
部
門
は
、桝ま

す

永な
が

信し
ん

市い
ち

さ
ん（
上
高
江
）

の
に
こ
ま
る
、菊
池
基
準
登
録
部
門
は
、

山や
ま

本も
と

善よ
し

久ひ
さ

さ
ん（
遊
蛇
口
）の
ヒ
ノ
ヒ
カ

リ
が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
最
優

秀
賞
者
と
上
位
入
賞
者
は
そ
の
場
で
バ

イ
ヤ
ー
と
契
約
を
結
び
、販
路
拡
大
に

つ
な
げ
て
い
ま
す
。

菊
池
川
流
域
の
米
作
り
の
歴
史
が
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、そ
れ
に

花
を
添
え
る
う
れ
し
い
結
果
に
な
り
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
堀
田
さ
ん
、栃
原
さ
ん
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

右から金賞を受賞した
堀田さんと栃原さん

国内外から集まったコメがずらりと並んだ 食味審査 表彰を受ける堀田さん

２
０
１
７
年
産
米
の
お
い
し
さ
を
競
う
「
第
19
回
米・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
」
が
平
成
29
年
11
月
25
日・26
日
の
２
日
間
、

山
形
県
で
開
催
さ
れ
、最
高
位
の
国
際
総
合
部
門
で
堀ほ

り
　
た
　
ひ
で
　
お
み

田
英
臣
さ
ん

（
元
村
）の
コ
メ
が
最
高
評
価
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
第
１
回
九
州
の
お
米
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
in
菊
池
」
を
平
成
29
年
11
月

18
日
に
菊
池
市
立
七
城
体
育
館
で
開
催
。
翌
19
日
に
は
同
会
場
で「
第

５
回『
菊
池
米
』食
味
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

きくち観光物産館で
販売中 !
　金賞を受賞した堀田英臣さ
んをはじめ、各種コンクールで
受賞歴を持つ生産者などが作る

「菊池の匠米」をきくち観光物
産館で販売しています。この機
会にぜひ味わってみてください。 

【問い合わせ先】
きくち観光物産館（隈府1273-1）
☎0968（25）5477

【第1回九州のお米食味コンクール in 菊
池】 1_食味審査 2_出品されたコメ 3_
受賞者の皆さん。個人総合部門最高金
賞は坂中忠則さん（大分県）、個人チャレ
ンジ部門最優秀賞は松本康光さん（福岡
県）が選ばれた

【第5回「菊池米」食味コンクール】 ４_受
賞者の皆さん ５_調印式

１

２

３

４５
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市県民税・所得税

申告のしおり

期
間
内
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　

市
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申
告
は
、
市
県
民

税
や
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
基
礎
に
な
る

も
の
で
す
。
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
国
民
健

康
保
険
税
の
軽
減
措
置
の
適
用
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
各
種
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で
き

な
か
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘

れ
ず
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
本
市
内
に
住
所

が
あ
る
人
で
前
年
中
に
次
の
所
得
が
あ
っ
た
人

▼ 

営
業
、
農
業
、
不
動
産
、
配
当
な
ど
の
所
得

が
あ
っ
た
人

▼ 

給
与
所
得
者
で
そ
の
他
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

日
雇
い
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
収

入
が
あ
っ
た
人

▼ 

退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い
人
（
年
末
調

整
が
未
済
で
控
除
な
ど
の
追
加
が
あ
る
人
）

▼ 

遺
族
年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
年
金

の
み
を
受
給
し
て
い
た
人

▼ 

公
的
年
金
受
給
者
で
社
会
保
険
料
な
ど
の
控

除
を
受
け
る
人
や
ほ
か
の
収
入
が
あ
っ
た
人

▼ 

世
帯
の
主
た
る
人
が
菊
池
市
外
へ
単
身
赴
任

な
ど
で
転
出
し
て
い
る
家
族
の
人

▼
収
入
が
な
か
っ
た
人
な
ど

申
告
し
な
く
て
も
よ
い
人

▼ 

税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

▼ 

所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、
事
業
主
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
菊
池
市
に
提
出
さ
れ
て
い

る
人

▼ 

収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
所
得
控
除
の
必
要

が
な
い
人

申
告
に
必
要
な
も
の

▼
印
か
ん
（
認
め
印
可
）

▼ 

収
入
（
所
得
）
を
証
明
で
き
る
資
料

▼  

源
泉
徴
収
票
（
給
与
、
公
的
年
金
な
ど
）、
支

払
証
明
書

▼ 

収
支
内
訳
書
（
農
業
や
営
業
な
ど
の
事
業
所

得
、
不
動
産
所
得
が
あ
る
人
）

▼ 

保
険
料
支
払
証
明
書
（
生
命
保
険
、
地
震
保
険
、

社
会
保
険
な
ど
）

▼ 

医
療
費
領
収
書
（
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
）

▼ 

所
得
控
除
の
確
認
の
た
め
必
要
な
資
料
（
障

害
者
手
帳
な
ど
）

▼ 

本
人
確
認
書
類
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
ま

た
は
通
知
カ
ー
ド+

運
転
免
許
証
、
公
的
医

療
保
険
の
被
保
険
者
証
な
ど

※ 

確
定
申
告
の
際
は
、
申
告
す
る
人
の
本
人
確

認
書
類
の
写
し
の
添
付
が
必
要
で
す
。

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
害
を
受
け
た

人
へ

　
雑
損
控
除
や
災
害
減
免
法
に
よ
り
所
得
税
法

な
ど
の
軽
減
や
免
除
を
受
け
る
人
に
対
し
て
、

申
告
事
前
作
成
会
を
行
な
い
ま
す
。

と　
き　

２
月
１
日
㈭
～
15
日
㈭　

㈯
㈰
㈷
を

除
く　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
J
A
菊
池
菊
池
中
央
支
所
、
火
の
国

ハ
イ
ツ
2
階
（
熊
本
市
東
区
石
原
２
丁
目
２
‐

28
）

問
菊
池
税
務
署　

☎（
25
）２
１
２
１

（
自
動
音
声
案
内
２
番
）

申告期間 ２月16日㈮～３月15日㈭（土・日を除く）

問い合わせ先　税務課市民税係　☎0968（25）7206

受付時間　午前の部：午前8時40分 ～11時　午後の部：午後1時～4時
受付会場　本庁１階会議室、七城支所、旭志支所、泗水支所

申告フローチャート

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
菊
池
市
に
住
ん
で
い
た
。

収入なし

主に年金収入

主に給与収入

・ 事業所得（農業、営業など）
・不動産所得
・雑所得
・一時所得
・利子所得
・配当所得
・総合譲渡所得

非課税収入のみ（遺族年金、
障害年金、失業給付金など）

・ 住宅借入金等特別控除（初年度）
・譲渡所得（土地・建物）
・先物取引の雑所得
・株式等の譲渡所得
・ 上場株式などの配当所得
・山林所得
※ 確定申告が不要な場合もあります        

申告不要

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

住民税申告

税務署で
確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

確定申告

申告不要

申告不要

・ 年金収入のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万
円）以下である

・ 年金収入のみで 148 万円（65 歳未満は 98 万
円）超、400 万円以下

・ 年金収入が 400 万円以下で、他の所得（20 万
円以下）がある

・ 年金収入のみで 400 万円を超える

・ 年金収入以外の所得が 20 万円を超える（年金
収入金額に関係なく）

・ 年末調整が済んでいる（１カ所からの給与のみ）
・ 給与収入が 93 万円以下

・ 給与収入以外の所得が 20 万円以下である

・ 所得金額より控除が多い場合（所得税が課税さ
れない）

・ 所得金額より控除が少ない場合（所得税が課税
される）

・ 菊池市在住の親族の税法上の扶養になっている

・ 誰の税法上の扶養にもなっていない
・ 菊池市以外の親族の税法上の扶養になっている

・ 年末調整の内容に変更がある
・ 医療費控除を受ける
・ 雑損控除を受ける
・ ２カ所以上から給与の支払いを受けた
・ 新規に住宅借入金等特別控除を受ける
・ 年末調整が済んでいない（※給与収入 93 万円

以下も含む）
・ 給与収入が 2 千万円を超える
・ 給与収入以外の所得が 20 万円を超える（給与

収入金額に関係なく）

菊
池
市
へ
の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
平
成
30
年
1
月
1
日
に

住
ん
で
い
た
市
区
町
村
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

ス
タ
ー
ト

平
成
29
年
中
に
ど
ん
な
収
入
が
あ
り
ま
し
た
か
？

NO

YES

・簡易に判断する場合のフローチャートです。不明な点はお問い合わせください。
・年齢は平成 30 年１月１日現在です。
・納め過ぎた所得税の還付申告を受ける場合は、下表に関わらず確定申告が必要です。
・住宅借入金等特別控除を受ける初年度の人は税務署で確定申告をしてください。
・雑損控除を受ける場合は、内容次第で税務署にご案内する場合があります。

Pick up Information
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菊
池
市
の
家
計
簿

平
成
28
年
度
決
算

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

財
政
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
２

歳出決算額

349億2,319万3千円

用語の説明

平
成
29
年
９
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
た
、

平
成
28
年
度
一
般
会
計
の
決
算
は
次
の

と
お
り
で
す
。
平
成
28
年
度
決
算
と
は
、
平

成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日

ま
で
の
歳
入
歳
出
の
実
績
の
こ
と
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模

は
、
歳
入
３
５
９
億
１
２
４
２
万
７
千

円
（
対
前
年
度
比
19
・
9
％
増
）、
歳
出

３
４
９
億
２
３
１
９
万
３
千
円
（
対
前
年
度

比
21
・
4
％
増
）
で
、
歳
入
歳
出
の
差
額
は

▼ 平成28年度各特別会計別決算状況
会計名 歳入 歳出

国民健康保険事業特別会計 79億5,682万3千円 78億3,596万5千円

後期高齢者医療事業特別会計 5億2,087万4千円 5億1,965万3千円

介護保険事業特別会計 54億9,595万7千円 54億5,240万9千円

公共下水道事業特別会計 8億378万2千円 7億8,462万1千円

特定環境保全公共下水道事業
特別会計 5億1,502万3千円 5億1,502万2千円

地域生活排水処理事業
特別会計 1億5,880万3千円 1億5,880万1千円

農業集落排水事業特別会計 3億5,696万円 3億5,695万9千円

特別養護老人ホーム特別会計 6億9,055万4千円 6億9,055万4千円

市税
市民税や固定資産税など
分担金および負担金
保育所の保育料などとして入ってきたお金
使用料および手数料
公営住宅の家賃などとして入ってきたお金
財産収入・寄附金・諸収入
市が持っている土地や建物の貸し付けなどで
入ってきたお金
繰入金
基金などから繰り入れたお金
繰越金
前年度から繰り越したお金
市債
市が国などから借りたお金
県支出金
市の特定事業に対して、県から交付されたお金
国庫支出金
市の特定事業に対して、国から交付されたお金
地方交付税
国税（所得税・法人税・酒税など）の一部から、
市の財政状況に応じて交付されたお金
地方譲与税・交付金など
国税の一部を一定の基準で市に譲与されたお金
自主財源
市税や負担金などで、
市が自主的に収入しているもの
依存財源
地方交付税や国・県支出金および市債などで、
市が自主的に収入を確保できないもの

▼市債および基金の現在高（一般会計）
区　分 平成28年度末現在高 市民１人当たり換算

市債（国などから借りたお金） 338億6,205万4千円 684,704円

基金（市が蓄えているお金） 155億9,730万9千円 315,384円
※基金は、財政調整基金、減債基金および特定目的基金の合計
※平成29年３月末人口：49,455人で算出

９
億
８
９
２
３
万
４
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
財
源
で
あ
る
市
税
の
収
入
状
況
は
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
た
ば
こ
税
の
増

に
よ
り
対
前
年
比
０・
０
２
％
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

歳
出
の
う
ち
、
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も
の

と
し
て
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
、
庁

舎
等
整
備
事
業
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設

整
備
事
業
、
七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
整
備
事
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

平成28年度に納められたお金（一般会計・市税）市民１人当たり換算＝106,874円
平成28年度に使われたお金（一般会計）市民１人当たり換算＝706,161円

※平成29年３月末人口：49,455人で算出▼費目ごとの内訳

議会費 3,988円
議会中継システム など

農林水産業費 50,534円

教育費 70,211円

総務費 127,781円

商工費 7,815円

災害復旧費 88,615円
衛生災害対策事業
農林水産施設対策事業
土木施設災害復旧事業 
など

民生費 194,210円

土木費 39,904円

公債費 63,293円
市の借金返済

衛生費 40,632円

消防費 18,144円
消防団経費
防災・災害対策経費
消防施設整備事業など

多面的機能支払事業
中山間地域等直接支払制度
事業
県営花房中部（2期地区）畑
地帯総合整備事業
ブランド推進事業など

生涯学習センター整備事業
図書館整備事業
小中学校営繕事業
市民会館経費
体育施設管理経費など

庁舎整備事業
臨時福祉給付金
電算管理費 など

私立保育園経費　
自立支援給付事業
子ども・子育て支援施設整備
事業
七城老人福祉センター整備
事業 など

道路整備
公園整備
市営住宅経費
河川清掃など

ごみ収集運搬
エコヴィレッジ旭管理経費
各種検診、予防接種
母子保健事業など

Pick up Information

諸支出金 1,034円

依存財源

自主財源

市税 14.7%
52億8,545万4千円

分担金及び負担金 1.1%
3億9,272万1千円

使用料及び手数料 1.1%
4億986万円

財産収入・寄附金・諸収入
2.5%
8億9,062万4千円

繰入金 5.5%
19億7,453万5千円

繰越金 1.9%
6億7,280万9千円

市債 19.9%
71億3,530万円

衛生費 5.8%
20億943万7千円

農林水産業費 7.2%
24億9,913万6千円

商工費 1.1%
3億8,650万2千円

土木費 5.7%
19億7,346万円

消防費 2.6%
8億9,731万1千円

教育費 9.9%
34億7,229万4千円

災害復旧費 12.5%
43億8,243万2千円

諸支出金 0.1%
5,115万円

公債費 9.0%
31億3,014万3千円

県支出金 8.3%
29億9,268万円

国庫支出金 16.6%
59億4,602万円

地方譲与税・交付金など
3.6%
12億9,464万8千円

地方交付税 24.8%
89億1,777万6千円

総務費 18.1%
63億1,942万8千円

民生費 27.4%
96億465万1千円

歳入決算額

359億1,242万7千円

議会費 0.6%
1億9,724万9千円

水道事業会計への負担金

市内まつり
観光施設整備
企業誘致推進など
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問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎ 0968（25）7232

❻

菊
池
川
流
域
、米
作
り
の
曙
①

菊池川 日本遺産 検索

器
も
出
土
し
、
そ
れ
ら
は
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
遺

跡
の
内
容
か
ら
、当
時
こ
の
一
帯
が
、

こ
の
地
域
の
中
心
的
な
集
落
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
ま
た
、
柳
町
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生

時
代
末
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け
て
の

鍬く
わ

や
鋤す

き

な
ど
の
木
製
農
具
が
多
く
出

土
し
、
米
作
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
同
時
に

「
田
」と
い
う
文
字
が
記
さ
れ
た
木も

く

製せ
い

短た
ん

甲こ
う

の
留
め
具
も
見
つ
か
り
、
発

見
当
時
に
は
日
本
最
古
の
文
字
と
し

て
話
題
を
集
め
ま
し
た
。
木
船
西
遺

跡
の
周
辺
も
大
規
模
な
集
落
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、中
国
鏡
の
破は

鏡き
ょ
う（
鏡

を
人
為
的
に
割
っ
た
も
の
）も
３
点

出
土
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
弥
生
の
大
集
落
の
長お

さ

は
、
次
の
古
墳
時
代
に
な
る
と
、
富

と
権
力
を
背
景
に
し
て
、
支
配
地
に

大
き
な
前
方
後
円
墳
を
築
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。

（
担
当
：
和
水
町
社
会
教
育
課
）

弥
生
時
代
の
大
集
落
遺
跡
群

　
弥
生
時
代
に
は
各
地
で
米
作
り
が

始
ま
り
、
米
作
り
に
適
し
た
土
地
で

あ
っ
た
菊
池
川
本
流
や
支
流
の
周
囲

で
も
盛
ん
に
作
ら
れ
ま
し
た
。
米
作

り
に
よ
り
豊
か
に
な
っ
た
集
落
は
次

第
に
大
き
く
な
り
、
地
域
の
中
心
と

な
る
よ
う
な
大
集
落
が
営
ま
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
菊
池
市
の
う
て
な
遺
跡
や
小お

野の

崎ざ
き

遺
跡
、
山
鹿
市
の
方か

と
う
だ
保
田
東ひ

が
し

原ば
る

遺
跡

（
国
史
跡
）、和
水
町
の
諏す

わ
の
は
ら

訪
原
遺
跡
、

玉
名
市
の
柳や

な
ぎ

町ま
ち

遺
跡
や
木き

船ぶ
ね

西に
し

遺
跡

な
ど
が
知
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
多
く
は

菊
池
川
を
見
下
ろ
す
台
地
上
に
立
地

し
ま
す
。

　
特
に
注
目
す
べ
き
は
方
保
田
東
原

遺
跡
で
す
。
国
内
唯
一
の
石い

し

包ぼ
う

丁ち
ょ
う

形が
た

鉄て
っ

器き

（
稲
穂
を
つ
む
道
具
）な
ど
の

鉄
製
品
や
、
鏡
な
ど
の
青
銅
製
品
が

多
く
出
土
す
る
ほ
か
、
家
の
形
を
し

た
珍
し
い
土
器
や
、
交
流
に
よ
っ
て

各
地
か
ら
運
ば
れ
た
多
種
多
様
な
土

③方保田東原遺跡全景

石包丁型鉄器（③出土品）木製二又鍬（⑤出土品） 鉄器群（③出土品）破鏡（⑥出土品）

九
州
新
幹
線

九州自動車道

鹿児島本線

竜門ダム

③

⑥
⑤

④
②

①
④

⑤
⑥

②

菊池川

菊池市

山鹿市

和水町

玉名市

387

387

325

325

3

1

③
①

①うてな遺跡　②小野崎遺跡
③方保田東原遺跡　④諏訪原遺跡
⑤柳町遺跡　⑥木船西遺跡

遺跡位置図

ま
ち
か
ど
資
料
館
企
画
展

「
菊
池
川
流
域
巡
回
展
」
開
催
中

「
日
本
遺
産　

菊
池
川
流
域
の
米
作

り
～
人
と
大
地
に
刻
ま
れ
た
二
千
年

の
記
憶
～
」

期
間　
３
月
31
日
㈯
ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場 

所　
わ
い
ふ
一
番
館
ま
ち
か
ど
資

料
館
２
階
（
菊
池
市
隈
府
１
番
地
）

料 

金　
大
人
２
０
０
円
・
小
中
学
生

１
０
０
円
（
20
人
以
上
の
団
体
は

半
額
）

問
い
合
わ
せ
先

　
菊
池
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
３
２

山
鹿
市
古こ

閑が

諏す

訪わ

神
社
神
楽
奉
納

日
時　
２
月
27
日
㈫

　
　
　
午
後
６
時
30
分
頃

場
所　

 

古
閑
諏
訪
神
社
（
山
鹿
市
古
閑
）

問
い
合
わ
せ
先　

　
山
鹿
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

☎
０
９
６
８（
43
）１
６
５
１

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
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問い合わせ先 健康推進課保険年金係  ☎0968（25）7218、各支所市民生活課

　

国
民
年
金
保
険
料
の
口
座
振
替
前
納
に

は
、
2
年
前
納
（
30
・
31
年
度
）、
1
年
前

納
（
30
年
度
）、6
カ
月
前
納
（
4
月
～
9
月
・

10
月
～
翌
年
3
月
）
が
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
引

に
な
り
お
得
で
す
。
ご
利
用
に
は
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

　

口
座
振
替
前
納
の
申
し
込
み
は
、
預
貯
金

口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
を
含
む
）
の
窓
口
、
ま
た
は
年
金
事
務
所

（
郵
送
も
可
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
込
期
限　
２
月
28
日
㈬

　

平
成
30
・
31
年
度
2
年
分
前
納
、
平
成
30

年
度
1
年
分
前
納
、
平
成
30
年
度
6
ヶ
月
前

納
（
前
期
：
4
月
～
9
月
分
）

　

既
に
口
座
振
替
で
前
納
し
て
い
る
人
は
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

手
続
方
法

　

申
し
込
み
に
は
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
が

必
要
で
す
。
年
金
手
帳
や
納
付
書
で
基
礎
年

金
番
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
届

出
印
の
押
印
も
必
要
で
す
。
申
込
用
紙
は
、

金
融
機
関
、
年
金
事
務
所
、
健
康
推
進
課
お

よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課
の
窓
口
に
備
え
付

け
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
届
出
印
や
、
口
座
氏
名
な
ど
の

国
民
年
金
保
険
料
は

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た
全
額
が

所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と

し
て
申
告
す
る
場
合
は
、
毎
年
１
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
納
付
（
納
付
見
込

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
な
ど
が
発
行

す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、
１
年
間
に
納

付
し
た
国
民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」（
は
が
き
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
11
月
上
旬
と
２
月
上
旬
に
送
付
さ

れ
ま
す
。

平
成
29
年
11
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

証
明
内
容
は
、
平
成
29
年
１
月
１
日
～
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
納
付
さ
れ
た
国
民
年
金

保
険
料
額
と
、
年
内
に
納
付
が
見
込
ま
れ
る

場
合
の
納
付
見
込
額
で
す
。

２
月
上
旬
に
送
付
の
場
合

　

平
成
29
年
10
月
１
日
～
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る

人
に
、
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

相
違
に
よ
り
登
録
が
遅
れ
た
場
合
は
、
１
年

前
納
に
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
際
は
、
届
出
印
と
口

座
氏
名
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　
５
月
１
日
㈫

　

残
高
不
足
で
口
座
か
ら
の
引
き
落
と
し
が

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
割
引
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
毎
月
の
口
座

振
替
に
切
り
替
わ
り
ま
す
）。
特
に
初
め
て

口
座
振
替
で
２
年
分
ま
た
は
１
年
分
の
前
納

を
申
し
込
ん
だ
人
は
、
２
年
ま
た
は
１
年
前

納
の
保
険
料
に
加
え
て
、
３
月
分
の
保
険
料

（
１
万
６
４
９
０
円
）
が
同
時
に
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

年
金
受
給
者
に
は

「
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
に
は
、「
源

泉
徴
収
票
」（
は
が
き
）
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
2
月
上
旬
ま
で
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
確

定
申
告
に
必
要
な
場
合
は
な
く
さ
な
い
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
再
交
付
が
で
き
ま
す

❶�
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
人

が
、
社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
を
な
く
し

た
場
合

▼
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）０
０
４

　

受
付
期
間　

３
月
15
日
㈭
ま
で

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

国
民
年
金
課　

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
２
」

❷
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
受
給
者
が
、
源
泉

徴
収
票
を
な
く
し
た
場
合

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
05
）１
１
６
５

▼
熊
本
西
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

　

☎
０
９
６（
３
５
３
）０
１
４
２

※
自
動
音
声
案
内
「
１
を
押
し
て
２
」

※�

電
話
で
依
頼
す
る
場
合
は
、
手
元
に
基
礎

年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
、

本
人
が
直
接
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
前
納
の

　
　

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

 
証
明
書
」と「
国
民
年
金
源
泉
徴
収
票
」

参加報告

泗水中学校２年　中
な か

村
む ら

俊
と し

照
て る

学んだこと・成長したこと

プラチナ未来人財育成塾

　
僕
は
、
こ
の
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成

塾
に
特
別
な
思
い
で
参
加
し
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
こ
の
期
間
中
部
活
動
の
大
切
な
試

合
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
テ
ニ
ス
部
の
仲

間
や
コ
ー
チ
、
先
生
方
、
家
族
が
応
援
し

て
く
れ
て
参
加
で
き
た
と
て
も
大
き
な
も

の
で
し
た
。
こ
の
塾
の
な
か
で
学
ん
だ
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
な
か
で

も
、
特
に
心
に
残
っ
て
い
る
こ
と
が
五
つ

あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
僕
は
、

今
ま
で
リ
ー
ダ
ー
と
い
う
の
は
み
ん
な
を

引
っ
張
っ
て
い
く
人
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。で
も
、そ
れ
は
ち
が
い
ま
し
た
。リ
ー

ダ
ー
は
、
人
が
つ
い
て
く
る
人
の
こ
と
で

し
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
人
が
正
直
で
信
頼

で
き
る
か
ら
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
を

分
か
ら
な
い
、
で
き
な
い
こ
と
を
で
き
な

い
と
素
直
に
言
う
勇
気
が
必
要
だ
と
学
び

ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
の
大
切
さ
で

す
。
リ
ー
ダ
ー
だ
け
い
て
も
何
も
お
こ
り

ま
せ
ん
。
運
動
を
お
こ
す
に
は
そ
れ
を
支

え
る
人
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
必
要
で
す
。
講

師
の
菊き

く

池ち

先
生
は
最
初
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

探
す
の
に
一
年
も
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
だ
け
大
事
な
存
在
な
ん
だ
と
分
か
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

つ
く
る
た
め
に
色
々
な
世
界
と
つ
な
が
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
と
て
も
大
切
で
す
。
僕

は
、
英
語
な
ど
の
語
学
学
習
を
が
ん
ば
ろ

う
と
思
い
ま
し
た
。
友
達
や
仲
間
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
が
増
え
る
の
は
と
て
も
楽
し
く
て

う
れ
し
い
こ
と
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
積
極

的
に
増
や
し
た
い
で
す
。

　
三
つ
目
は
、
失
敗
で
す
。
原は

ら

先
生
の
講

義
で
は
、
失
敗
は
必
ず
あ
る
か
ら
そ
の
失

敗
に
気
づ
け
な
い
方
が
だ
め
だ
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
僕
も
失
敗
を
た
く
さ
ん

す
る
け
ど
、
そ
の
失
敗
を
ど
う
次
に
い
か

す
か
が
と
て
も
重
要
な
ん
だ
と
分
か
り
ま

し
た
。
し
っ
か
り
と
反
省
し
て
同
じ
失
敗

を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

失
敗
す
る
こ
と
も
経
験
な
の
で
そ
の
失
敗

を
こ
わ
が
ら
ず
に
、
勇
気
を
も
っ
て
色
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
四
つ
目
は
、
友
達
の
こ
と
で
す
。
こ
の

塾
に
参
加
し
て
、
僕
は
た
く
さ
ん
の
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
友
達
一
人
一
人
に

い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
日
、

そ
の
日
に
あ
っ
た
講
義
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
の
み
ん
な
で
ふ
り
返
る
時
間
が
あ
り
、

そ
の
話
し
合
い
で
は
自
分
で
は
考
え
つ
か

な
い
よ
う
な
意
見
を
き
き
ま
し
た
。
そ
の

と
き
、
自
分
が
み
て
い
た
も
の
は
、
す
ご

く
せ
ま
い
と
こ
ろ
だ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
思

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
色
々
な
考
え

を
き
い
て
、
僕
の
考
え
を
も
っ
と
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
の
み
ん

な
の
考
え
を
き
い
た
り
、
自
分
の
考
え
を

言
っ
た
り
す
る
話
し
合
い
が
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
自
然
と
仲

良
く
な
っ
て
友
達
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

講
師
の
御み

手た

洗ら
い

先
生
は
、
友
達
に
な
れ
る

人
は
世
界
中
に
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
き
い
た
と
き
、
僕
は
す

ご
く
う
れ
し
く
て
わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。

学
校
で
も
、
部
活
で
も
友
達
は
す
ご
く
楽

し
く
て
宝
物
で
す
。
そ
の
友
達
が
世
界
中

に
で
き
た
ら
、
も
っ
と
楽
し
い
と
思
い
ま

す
。
友
達
の
存
在
が
僕
に
と
っ
て
ど
れ
ほ

ど
大
き
い
も
の
だ
っ
た
か
分
か
り
ま
し
た
。

　
五
つ
目
は
、
自
分
に
つ
い
て
で
す
。
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
時
間
で
は
、
自
分
の

こ
と
を
考
え
る
時
間
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
今
ま
で
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
こ

と
が
あ
ま
り
な
か
っ
た
の
で
と
て
も
難
し

か
っ
た
で
す
。
僕
は
二
度
転
校
を
し
ま
し

た
。
そ
の
た
び
に
、
友
達
は
大
切
だ
な
と

感
じ
ま
し
た
。
友
達
が
い
な
い
と
何
を
し

て
も
楽
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
か
ら
、
僕
の
信
念
は
「
友
達
が
一
番
大

切
」
で
す
。
自
分
の
こ
と
を
考
え
る
の
は

難
し
い
け
ど
、
こ
の
こ
と
を
考
え
る
こ
と

で
新
し
く
み
つ
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
僕
は
今
ま
で
友
達
が
い
る
こ
と
が
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
、
も
っ
と

友
達
を
大
切
に
し
て
一
生
友
達
で
い
た
い

で
す
。

　
僕
は
、
こ
の
プ
ラ
チ
ナ
未
来
人
財
育
成

塾
に
参
加
で
き
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

そ
し
て
、
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
テ
ニ
ス
部

の
仲
間
、
コ
ー
チ
、
先
生
方
、
家
族
に
は

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
の

塾
で
学
ん
だ
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
み
ん
な

に
伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
学

ん
だ
こ
と
を
つ
か
っ
て
参
加
さ
せ
て
く
れ

た
人
に
恩
返
し
を
し
た
い
で
す
。

作　文
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脳
梗
塞
と
は

　

脳
梗
塞
は
文
字
ど
お
り
、
脳
に
梗

塞
が
起
き
る
病
気
で
す
。
梗
塞
と
は
、

あ
る
部
分
で
血
液
の
流
れ
が
止
ま
っ

て
し
ま
い
、
必
要
な
血
液
を
得
ら
れ

な
い
箇
所
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
す
。
脳
の
細
胞
は
ほ
と
ん
ど

再
生
し
な
い
の
で
、
脳
梗
塞
で
失
わ

れ
た
機
能
は
取
り
戻
せ
ず
に
後
遺
症

が
残
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
の
原
因
は
大
き
く
分
け
て

2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
脳
の

血
管
そ
の
も
の
に
起
こ
る
動
脈
硬

化
（
脳
血
栓
症
）
で
す
。
脳
の
動
脈

硬
化
が
進
ん
で
血
管
の
内
部
が
狭
く

な
る
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
血
圧
の
変

化
な
ど
を
き
っ
か
け
に
血
栓
が
で
き
、

血
液
の
流
れ
を
完
全
に
塞
い
で
し
ま

い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
不
整
脈
な
ど
で
心

臓
の
中
に
血
液
の
塊
が
で
き
、
脳
の

動
脈
に
流
れ
込
ん
で
血
液
の
流
れ
を

塞
い
で
し
ま
い
、
血
管
が
詰
ま
っ
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

脳
梗
塞
の
危
険
因
子
は

高
血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病

　

脳
梗
塞
の
危
険
因
子
の
う
ち
重
要

な
も
の
に
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
、
心
臓
病
（
心
房
細
動
な
ど

の
不
整
脈
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

特
に
高
血
圧
は
、
脳
梗
塞
の
最
大
の

危
険
因
子
で
す
の
で
、
塩
分
を
控
え
、

【 問い合わせ先 】
健康推進課健康推進係 ☎ 0968（25）7219

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

40
歳
～
74
歳
の
人
は
、
生
活
習
慣
病

（
主
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
の
早
期
発
見
・
早
期
改
善
を
目

的
と
し
た
特
定
健
診
が
受
診
で
き
ま

す
。
健
康
推
進
課
ま
た
は
各
支
所
市

特
定
健
診
の
養
生
園
で
の

受
診
に
つ
い
て

適
正
体
重
の
維
持
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。
1
年
に
1
回
は
定
期
健
診
を
受

け
、
生
活
習
慣
病
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
を
予
防
す
る
に
は

●
禁
煙
す
る

　

現
在
は
禁
煙
補
助
薬
な
ど
が
あ
り

ま
す
の
で
、
無
理
せ
ず
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
運
動
を
習
慣
に

　

適
度
な
運
動
は
、
血
流
を
改
善
し

た
り
、
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増

や
し
た
り
、
血
圧
や
血
糖
値
を
下
げ

た
り
し
ま
す
。

●
食
事

　
「
腹
八
分
目
、
1
日
30
品
目
」
を

目
安
に
、
脂
肪
や
塩
分
を
控
え
（
１

日
の
適
正
塩
分
摂
取
量
は
5
～
７

㌘
）、
緑
黄
色
野
菜
や
大
豆
類
・
海

藻
・
き
の
こ
類
を
多
く
食
べ
ま
し
ょ

う
。
夕
食
は
就
寝
の
3
時
間
前
ま
で

に
終
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
に
気
を
つ
け
て
も
間
食
を
し

た
ら
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
糖
分
の

多
い
ジ
ュ
ー
ス
や
缶
コ
ー
ヒ
ー
も
同

様
で
す
。

●
水
分
補
給
も
忘
れ
ず
に

　

体
内
の
水
分
が
少
な
い
と
血
液
が

濃
く
な
り
、
血
栓
が
で
き
や
す
く
な

り
ま
す
。
と
く
に
高
齢
者
は
意
識
し

て
水
分
を
多
く
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
ア
ル
コ
ー
ル

　

飲
み
過
ぎ
る
と
動
脈
硬
化
の
進
行

を
早
め
ま
す
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

脳
梗
塞
の
主
な
初
期
症
状

●
顔
の
ま
ひ

　

顔
の
片
側
に
ゆ

が
み
が
出
た
り
、

感
覚
が
な
く
動
か
せ
な
く
な
る
。
ま

た
、
片
方
の
目
が
見
え
な
く
な
る
こ

と
も
。
➡
「
イ
ー
」
と
言
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

●
腕
や
足
の
ま
ひ

　

片
方
の
腕
や
足

の
感
覚
が
な
く
、

力
が
入
ら
な
い
。

➡
両
腕
を
持
ち
上
げ
た
ま
ま
キ
ー
プ

で
き
る
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
い

　

言
葉
を
発
せ
ず
、
う
ま
く
話
せ
な

い
。
ま
た
、
相
手
の
言
葉
が
理
解
で

き
な
い
。
➡
「
今

日
は
寒
い
で
す

ね
」
な
ど
簡
単
な

文
章
を
言
っ
て
み

ま
し
ょ
う
。

脳
梗
塞
の
症
状
が
出
た
ら

　

治
療
は
時
間
が
勝
負
で
す
。
発
症

し
て
か
ら
治
療
す
る
ま
で
の
時
間
が

短
い
ほ
ど
、
後
遺
症
が
軽
く
な
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
症
状
が
治
ま
っ

た
と
し
て
も
、
脳
血
管
が
詰
ま
り
や

す
く
な
っ
て
い
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

発
症
し
限
ら
れ
た
時
間
内
に
し
か
で

き
な
い
治
療
も
あ
り
ま
す
の
で
、
症

状
が
出
た
ら
躊
躇
せ
ず
に
医
療
機
関

を
受
診
し
た
り
、
救
急
車
を
呼
ん
だ

り
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

日本人の死亡原因の第4位が脳の血管の病気
で、その中でも多いのが脳梗塞です。高齢者の
病気と思われがちですが、若年層にも起こりう
る疾患です。今回は脳梗塞の原因や予防につい
てお伝えします。

初期症状を見逃さないで!

３
歳
児
健
診
時「
む
し
歯
な
し
」の
子

12
月
15
日
・
22
日
の
歯
科
検
診
の
結
果
で
、む

し
歯
が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）
※
行
政
区
は
健
診
日
時
点

中な
か

山や
ま

結ゆ
い

斗と　
（
○菊  

遊
蛇
口
）

越お
お

猪い

百も
も

香か　
（
○菊  

亘
）

菊き
く

川か
わ

陽は
る

洋ひ
ろ　

（
○菊  

村
田
）

岩い
わ

本も
と

小こ

夏な
つ　

（
○菊  

袈
裟
尾
）

池い
け

邉べ　
優ゆ

う　
（
○菊  

雪
野
）

中な
か

山や
ま

太た
い

陽よ
う　

（
○菊  

北
原
団
地
）

實み

取と
り

天あ
ま

音ね　
（
○菊  

寺
小
野
）

森も
り

本も
と

康こ
う

助す
け　

（
○菊  

片
角
）

三み

角す
み

心こ

乃の

花は

（
○菊  

北
宮
）

東ひ
が
し　

志し

穏お
ん　

（
○菊  

上
赤
星
）

後ご

藤と
う

快か
い

士と　
（
○菊  

大
琳
寺
）

内う
ち

田だ

莉り

彩さ　
（
○菊  

北
宮
）

宇う

都つ
の

宮み
や

ほ
の
か
（
○菊  

上
出
田
）

安あ
ん

藤ど
う

史し

穂ほ　
（
○菊  

高
野
瀬
）

東ひ
が
し　

晴せ
い

汰た　
（
○泗  

富
の
原
一
）

大お
お

澄す
み

瑠る

心い　
（
○泗  

永
出
分
）

本も
と
や
ま
　
せ
　
な

山
聖
夏　
（
○泗  

富
の
原
一
）

髙た
か

宮み
や

颯そ
う

雅が　
（
○泗　
富
の
原
東
）

梁や
な

池ち

太た
い

河が　
（
○泗  

富
の
原
中
央
）

錦に
し
き

戸ど

栞し

音お
ん　

（
○泗  

富
の
原
中
央
）

本も
と

山や
ま

一い
ぶ
き颯　

（
○泗  

田
島
団
地
）

田た

中な
か

杏あ
ん

李り　
（
○旭  

あ
さ
ひ
が
丘
住
宅
）

木き
の

下し
た

眞ま

鳳ほ　
（
○旭  

岩
本
）

❶ 

む
し
歯
菌
を
減
ら
す
た
め
の
毎
日

の
仕
上
げ
み
が
き

❷ 

甘
い
も
の
を
減
ら
し
た
お
や
つ
の

工
夫

❸ 

歯
の
質
を
強
く
す
る
た
め
の
定
期

的
な
フ
ッ
化
物
塗
布

　
家
族
ぐ
る
み
で
む
し
歯
予
防
に
取

り
組
み
、
健
康
な
歯
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。
今
回
む
し
歯
が
あ
っ
た
お
子
さ

ん
は
、
な
る
べ
く
早
く
歯
科
医
院
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

む
し
歯
を

予
防
す
る
た
め
に
は

民
生
活
課
に
申
請
後
、
養
生
園
へ
直

接
日
時
を
指
定
し
て
予
約
す
る
と
、

2
月
末
ま
で
受
診
で
き
ま
す
。
ま
だ

健
診
を
受
け
て
な
い
人
は
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
１
８

　

菊
池
養
生
園

　

☎
０
９
６
８（
38
）２
８
２
０

　食べものがおいしい反面、寒くて体を動かすのがおっ
くうになる季節ですが、こんな時期だからこそ健康状態
や体力を見つめ直してみませんか ? 日頃の運動や食事
の取り組みを続けている人は、その成果をぜひこの機会
にお確かめください。

【問い合わせ先 】 菊池養生園 ☎0968（38）2820 担当：田
た

中
なか

、木
こ

庭
ば

気軽に測定して、体の状態を知ろう！

午前9時～時　間
菊池養生園場　所
60人定　員
市内在住で原則平成29
年度の健診を受診した人

対　象

500円参加費

身体測定（身長、体重、腹囲）、血圧測定、
血液検査（LDLコレステロール、HDLコ
レステロール、中性脂肪、空腹時血糖値、
ヘモグロビンA１c）、体力測定（開眼・閉
眼片足立ち、イス座り立ち、３分間歩行）

検査内容

健康推進課・各支所市民生活課・菊池養
生園にある申込用紙に必要事項を記入
し申し込んでください。

申込方法

～2月27日㈫まで期　間
※㈯㈰㈷・23日㈮を除く

（日本脳卒中協会）

　本人が気づいていない
小さな脳梗塞のことを隠
れ脳梗塞と言います。隠
れ脳梗塞は無症状である
ことが多く軽視されがちで
す。しかし、「５年以内に約
３割の人に大きな発作が
起こる」ともいわれていま
す。普段から脳梗塞の予
防に努めましょう。
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遺
影
よ
り
心
の
灯あ

か
りも
ら
ふ
冬

雨
音
も
風
音
も
な
く
散
る
落
葉

凩こ
が
ら
しの
掃
き
清
め
た
る
庭
の
先

凜り
ん

と
し
て
天
を
突
き
た
る
枯
木
立

一
人
居
は
静
か
過
ぎ
な
り
日
向
ぼ
こ

宮
本　
敏
子

田
中　
美
智

岩
木　
敬
治

野
中　
公
枝

加
藤　
妙
子

ひ
と
夜
さ
の
風
に
双
樹
の
銀
杏
が
境
内
狭
し
と
黄
葉
散
り
敷
く　

観
て
ま
わ
る
人
吉
資
料
館
先
人
の
苦
労
を
我
の
祖
先
に
当
て
み
る

野
に
通
ず
山
坂
道
は
襲
来
の
寒
波
で
色
褪
す
紅
葉
で
埋
も
る

音
発
て
て
迫
る
ダ
ン
プ
に
顔
そ
む
く
先
な
る
村
川
魚
狙
う
鷺

ひ
と
通
り
冬
を
賄
う
菜
園
を
娘
が
見
て
呟
く
頑
張
っ
た
ね
と

嶋
田　
晴
美

緒
方　
寛
子

緒
方　
正
俊

高
木　
　
精

池
田
カ
ツ
子

五
十
年
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
生
き
て
き
た　
夫
ら
は
集
う
時
計
台
の
下も

と

先
の
見
え
ぬ
こ
の
歳
に
し
て
食
旨
し
ま
ま
な
ら
ぬ
身
も
短う

歌た

は
詠
み
た
し

石
清
水
流
れ
も
な
く
て
も
み
じ
葉
の
重
な
り
て
ゆ
く
年
の
瀬
近
く

赤
い
足
の
夫
婦
の
鳩
の
朝
陽
浴
び
朝
餉
啄
む
側
を
そ
ろ
り
と

思
い
だ
せ
る
こ
と
だ
け
が
想
い
出
と
昇
り
消
え
ゆ
く
煙
見
お
く
る

坂
本　
玲
子

川
口　
敦
子

桑
野　
睦
子

岩
本
サ
ヨ
子

前
原　
ゆ
み

朝
夕
を
窓
越
し
に
見
る
晩
白
柚
寒
気
と
共
に
黄
色
を
増
せ
り

幾
年
月
出
入
り
激
し
く
弱
り
ゐ
る
定
年
ま
近
か
黄
色
の
財
布

露
地
植
え
の
花
の
霜
除
け
フ
レ
ー
ム
が
出
来
て
安
堵
の
一
日
が
暮
れ
る

石
蕗
の
黄
に
一
面
つ
つ
ま
れ
て
閑
か
に
眠
る
松
蔭
の
墓

父
遠
く
夫
も
逝
き
た
る
秋
庭
に
芙
蓉
の
花
の
一
つ
咲
き
居
る

安
東　
綾
子

岩
木
タ
エ
子

岩
根　
博
恵

田
中　
遙
子

山
城　
雅
子

寒
晴
れ
の
残
照
う
す
き
橋
の
辺
に
野
い
ば
ら
の
芽
は
紅
く
し
ず
も
る

霜
月
の
月
は
大
空
に
か
か
り
つ
つ
途
方
な
き
過
去
あ
は
く
照
ら
せ
り

フ
ル
ー
ト
の
音
色
の
あ
は
ひ
吸
う
息
の
音ね

も
あ
や
か
な
り
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

絡
み
つ
つ
伸
び
る
自
由
の
と
こ
ろ
得
て
廃は

い

屋お
く

に
蔦
の
紅
葉
明
る
し

盆
栽
を
愛
ず
る
日
々
な
ど
持
ち
も
せ
ず
赤
い
服
着
て
街
へ
出
て
行
く

中
川　
愛
子

怒
留
湯
健
蓉

安
藤　
則
子

岩
永　
典
子

古
賀　
勝
士

冬
帽
子
脱
ぐ
ふ
り
だ
け
の
会
釈
か
な

米
寿
に
は
師
走
の
風
は
重
荷
で
す

網
棚
の
紅
葉
も
旅
の
土
産
か
な

デ
コ
ポ
ン
の
お
へ
そ
お
お
き
と
孫
笑
ふ

忘
れ
癖
例
へ
ば
鵙も

ず

の
贄に

え

の
如

五
丁　
義
昭

寺
本　
和
子

藤
本
ア
ツ
子

服
部　
靜
子

藤
本　
邦
治

せ
せ
ら
ぎ
の
瀬
音
の
ひ
び
き
草
も
み
じ

鶴
を
折
る
無
心
の
媼
十
三
夜

不
器
用
を
鳥
に
見
ら
れ
熟か

柿き

を
も
ぐ

紅
葉
の
庭
も
湯
け
む
り
美
肌
の
湯

干
柿
の
具
合
確
か
む
小
昼
か
な

芹
川
の
り
子

水
谷　
ミ
ネ

芹
川　
蓉
子

中
尾
ヨ
シ
コ

稗
田　
達
恵

いっぺ
ん
ど
ま　
愛
し
と
る
て
ち
言
う
て
み
れ

手
に
負
え
ん　
双
子
と
年
子
育
て
に
ゃ
ん

ど
こ
か
変　
置
い
た
所
が
動
い
と
る　

干
か
ら
び
て　
か
め
ば
か
む
ほ
ど
味
の
出づ

る

ス
ロ
ー
ペ
ー
ス　
元
日
せ
に
ゃ
ん
大
掃
除

井
手　
水
光

御
手
洗
三
代

柏
原　
乗
仏

宮
上　
美
由

山
隈　
好
茶

旭志文芸教室
俳句の会
12月詠草

さわやか大学
文芸クラブ
12月歌会

せせらぎ
俳句会
12月例会

「里」短歌会

12月詠草

万句の里
俳句会
12月句会

七城短歌会

12月詠草

肥後狂句
水笑会
12月例会

菊池短歌会

１月詠草正正 誤誤

朝
露
の
光
る
草
叢
地
に
低
く
吾
の
巡
り
を
ト
ン
ボ
群
れ
を
舞
う

朝
露
の
光
る
草
叢
地
に
低
く
吾
の
巡
り
を
ト
ン
ボ
群
れ
舞
う

微
笑
み
の
慈
し
み
満
つ
お
出
ま
し
は
秋
晴
れ
の
皇
后
「
春
秋
の
間
」

微
笑
み
の
慈
し
み
満
つ
お
出
ま
し
は
秋
晴
れ
の
皇
居
「
春
秋
の
間
」

岩
根　
博
恵

岩
根　
博
恵

宮
本　
淑
子

宮
本　
淑
子

広
報
き
く
ち
平
成
29
年
12
月
号
18
ペ
ー
ジ
と
、平
成
30
年
１
月
号
18
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
短
歌
に一部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

オニじゃないよ おにぎりだよ
シゲタサヤカ／作（えほんの杜）

おにぎり好きの3匹のオニたちが、おい
しいおにぎりを人間に食べさせようと、
自分たちで作ったおにぎりを街へ持っ
ていきます。ところが、人間たちはオニ
を見るなり大慌て。おにぎりを食べて
くれません。一体オニたちはどうする
のでしょうか? （所蔵館:全館）

菊池市立図書館ホームページ  http://www.library-kikuchi.jp
中央図書館
泗水図書館
七城図書館
旭志図書館

☎ 0968（25）1111
☎ 0968（25）1115
☎ 0968（25）1580
☎ 0968（25）3332

［休館日］月曜日
［休館日］月曜日・月末・祝日
［休館日］日曜日・祝日
［休館日］日曜日・祝日

　市内４つの図書館で、貸出と返却ができるようになり
ました。例えば、中央図書館で借りた本を七城図書館
で返却してもOK。この機会に各図書館を巡ってみて
はいかがでしょうか。

　２月28日㈬は特別整理のため、中央図書館は臨時
休館します。七城・旭志の２館は開館しています。

　新しいカードへの切り替え（再発行）は３月末まで無
料です。4月からは有料（100円）になります。

従来の図書館利用カード（左）に加え、中央図書館オー
プンに併せて新たに３種類のデザインが新登場！

　貸出中の資料は予約ができます。また、市内の他の
館にある本を取り寄せることも可能です。例えば、泗
水図書館の本を旭志図書館で借りることができます。

表 裏

　図書館のホームページが新しくなりました。資料の
検索に加え、パスワードを登録すると自分の予約貸出
状況を確認でき、予約や延長も可能になりました。また、
お気に入りの図書館資料をリスト化できる「わたしの本
棚」もあります。ぜひ登録してお試しください。

　図書館で借りた本を通帳に印字し、記録に残すこと
ができます（雑誌やCD・DVDは含まない）。市内小中
学校の皆さんの場合は、学校図書館で借りた本も併せ
て印字ができます。本との出会いを記録に残したい人
はぜひご活用ください。

※ 図書通帳は各図
書館で１冊100
円で販売中です。

貸出履歴が記録できます !

中央図書館 臨時休館

21 202018 February広報きくち2018 February広報きくち



問
い
合
わ
せ
先

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

　
☎
０
９
６
８（
27
）０
１
０
２

ふ
る
さ
と
緑
の
便
り

菊
池
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

問い合わせ先　わいふ一番館　☎ 0968（24）6630

開館時間　午前９時～午後５時
※休館日：月曜日 （祝日の場合は翌日）。

【ギャラリー】
紫光会書初展　秋月順子
期　間：～２月 12 日㈪
　紫光書道会主催の書初め書道展の入賞入選作品や、指導
者の作品を展示します。皆さんぜひお越しください。

【まちかど資料館企画展】「菊池川流域巡回展」
日本遺産 菊池川流域の米作り
～人と大地に刻まれた二千年の記憶～
期　間：～３月 31 日㈯

日
本
遺
産
と
地
域
づ
く
り

　
江
戸
時
代
、
菊
池
川
流
域
の
米
は
東

の
「
加
賀
米
」
西
の
「
肥
後
米
」
と
呼

ば
れ
る
ほ
ど
に
全
国
で
知
ら
れ
た
一
大

ブ
ラ
ン
ド
で
し
た
。
菊
池
川
流
域
の

人
々
は
、
米
づ
く
り
を
と
お
し
て
町
村

の
垣
根
を
超
え
て
連
携
し
、
大
き
な
誇

り
を
持
っ
て
農
業
に
汗
を
流
し
て
い
た

と
想
像
で
き
ま
す
。

　
今
年
度
「
菊
池
川
流
域
の
二
千
年
に

わ
た
る
米
作
り
」文
化
が
日
本
遺
産（
文

化
庁
）
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
遺

産
の
最
大
の
目
的
は
地
域
活
性
化
で
あ

り
、
今
後
菊
池
川
流
域
は
米
づ
く
り
に

関
わ
る
遺
産
を
活
用
し
て
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
先
人
が
築
い
た
農
業
用
水
路
も
、
今

回
認
定
さ
れ
た
遺
産
を
構
成
す
る
文
化

財
の
一
つ
で
す
。
原
井
手
の
「
イ
デ
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
な
ど
は
、
地
域
を
元
気
に

す
る
活
用
法
の
一
例
と
い
え
ま
す
。

　
ま
ず
は
菊
池
川
流
域
の
日
本
遺
産
を

構
成
す
る
33
の
文
化
財
を
知
る
こ
と
が
、

遺
産
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
の
は
じ

ま
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問い合わせ先　菊池夢美術館　☎ 0968（23）1155

開館時間　午前９時～午後５時 30 分
※休館日はありません。

第 15 回　きくちわいふのひな祭り
期　間　2 月９日㈮～３月 11 日㈰
　古くから代々受け継がれたひな人形や、さまざまな経歴
のあるひな人形を展示します
　期間中はストーンペイントやもち花作り体験、コンサー
トなど、たくさんのイベントを計画しています。体験プロ
グラムやコンサートは、期日限定、曜日限定のものもあり
ます。

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ       

問
い
合
わ
せ
先　
人
権
啓
発
課

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
０
９

149

【
作
文
の
部
】

「
ぼ
く
と
き
つ
お
ん
」

隈
府
小
３
年　
吉よ

し
田だ

光
ひ
か
る

　
ぼ
く
に
は
、「
き
つ
お
ん
」
と
い
う

言
語
し
ょ
う
が
い
が
あ
り
ま
す
。
お
友

だ
ち
の
よ
う
に
ス
ラ
ス
ラ
と
言
葉
が
出

な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
さ
い
し
ょ
の

言
葉
が
出
な
か
っ
た
り
何
回
も
同
じ
言

葉
が
出
な
い
と
き
が
あ
り
ま
す
。
さ
い

し
ょ
の
言
葉
が
出
な
か
っ
た
り
何
回
も

同
じ
言
葉
を
い
っ
た
あ
と
に
話
し
た
り

言
葉
が
出
た
り
し
ま
す
。
で
も
、
い
つ

も
こ
ん
な
し
ゃ
べ
り
か
た
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ラ
ス
ラ
と
し
ゃ
べ
れ
る
と
き

も
あ
り
ま
す
。

　
ぼ
く
の
き
つ
お
ん
は
、
ほ
い
く
え
ん

の
と
き
か
ら
で
す
。
ほ
い
く
え
ん
の
と

き
は
、
え
ん
ち
ょ
う
先
生
や
た
く
さ
ん

の
先
生
の
お
か
げ
で
楽
し
か
っ
た
で

す
。

　
一
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
ぼ
く
の
お

か
あ
さ
ん
は
、
先
生
と
き
つ
お
ん
に
つ

い
て
話
を
し
た
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
ク

ラ
ス
の
み
ん
な
も
ぼ
く
が
、
き
つ
お
ん

で
も
み
ん
な
さ
い
後
ま
で
話
を
き
い
て

く
れ
ま
し
た
。

　
二
年
生
に
な
っ
た
と
き
、
ぼ
く
は
、

き
つ
お
ん
で
と
て
も
い
や
な
思
い
を
し

ま
し
た
。
ぼ
く
が
話
す
と
、
し
ゃ
べ
り

方
を
ま
ね
す
る
人
や
わ
ら
う
人
が
い
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、
だ
ん
だ
ん
お
友
だ
ち

と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
あ
そ
ん
だ
り
、

発
ぴ
ょ
う
す
る
の
が
い
や
に
な
り
ま
し

た
。
学
校
が
楽
し
く
な
く
て
、
学
校
に

行
く
の
が
い
や
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
お
か
あ
さ
ん
と
ぼ
く
の

き
つ
お
ん
の
先
生
に
話
し
ま
し
た
。
九

大
び
ょ
う
い
ん
の
き
く
ち
先
生
は
、
学

校
が
楽
し
く
な
る
よ
う
に
、
一
ま
い
の

手
紙
を
学
校
に
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
の
手
紙
は
「
し
ん
だ
ん
し
ょ
」
と
い

う
そ
う
で
す
。
手
紙
に
は
、
ぼ
く
の
き

つ
お
ん
の
こ
と
や
学
校
で
い
じ
め
ら
れ

た
事
が
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
手
紙
が
と
ど
け
ら
れ
、
み
ん
な

第
12
回
菊
池
市
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
特
選
作
品

の
よ
う
す
が
か
わ
り
ま
し
た
。だ
か
ら
、

ク
ラ
ス
の
み
ん
な
は
、
ぼ
く
の
し
ゃ
べ

り
か
た
を
見
て
、
わ
ら
う
人
は
い
ま
せ

ん
。
手
紙
を
書
い
て
く
れ
た
き
く
ち
先

生
や
わ
い
ふ
小
の
先
生
方
の
お
か
げ
で

す
。ぼ
く
だ
け
で
な
く
、み
ん
な
で
ず
っ

と
楽
し
い
学
校
に
し
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
も
っ
と
、
き
つ

お
ん
の
こ
と
を
わ
か
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

【ポスターの部】
隈府小１年　嶋

しま
﨑
さき

皇
こう

成
せい

後
世
へ
伝
え
る
商
人
の
記
録

問
い
合
わ
せ
先

  

中
央
図
書
館

  

☎
０
９
６
８（
25
）１
１
１
１

１

　
「
嶋
屋
日
記
」
は
隈
府
町
の
商
人
に

よ
っ
て
書
か
れ
た
江
戸
時
代
の
古
記

録
で
す
。
昭
和
41
年
に
菊
池
市
の
文

化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
、
昭
和
62

年
に
は
翻
刻
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
補
修
も
行
い
、
次
代
へ
受
け

継
ぐ
た
め
大
切
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
伝
わ
っ
て
い
る
8
冊
の
日
記

の
筆
写
者
は
嶋
屋
と
い
う
屋
号
に
関

係
す
る
人
で
す
。
そ
の
う
ち
の
一
人
、

宗
伝
次
は
正
観
寺
に
あ
る
菊
池
武
光

公
の
碑
を
建
て
る
際
に
私
財
を
提
供

し
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
地

域
に
貢
献
す
る
立
場
に
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
碑
に
つ
い
て
も
「
嶋

屋
日
記
」
の
中
に
記
述
が
残
っ
て
い

ま
す
。

構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

❶
年
々
鑑　
嶋
屋
市
兵
衛

❷
年
々
鑑　
横
屋
九
兵
衛

❸
表
題
な
し　
岡
山
仙
助

❹
永
代
後
用
実
録
日
記　
岡
山
仙
助

❺
永
代
後
用
実
録
日
記　
宗
文
五
郎

❻ 

永
代
後
用
実
録　

宗
（
名
の
部
分

が
欠
損
）

❼
年
々
鑑　
宗
専
九
郎

❽
見
聞
録　
中
嶋
三
郎
平

　
「
嶋
屋
日
記
」
の
中
に
は
、
松
囃
子

の
能
番
組
や
米
相
場
、
大
火
・
洪
水
・

喧
嘩
・
著
名
人
の
来
訪
な
ど
の
出
来

事
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
話
題
に
挙

が
る
地
域
は
菊
池
に
限
ら
ず
、
玉
名
、

宇
土
、
八
代
や
九
州
外
の
地
域
の
こ

と
も
含
ま
れ
て
お
り
、
全
て
筆
写
者

が
目
に
し
た
も
の
で
は
な
く
伝
え
聞

い
た
情
報
も
加
え
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
私
的
な
記
録
と
い
う

よ
り
も
、
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
や

後
世
へ
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

記
録
で
あ
る
の
は
、
4
～
6
冊
の
「
後

用
実
録
」
と
い
う
題
に
も
現
れ
て
い

ま
す
。

　

嶋
屋
日
記
の
風
景
で
は
、
書
か
れ

て
い
る
出
来
事
の
中
か
ら
興
味
深
い

も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
菊
池
市

図
書
館
で
作
成
中
の
「
菊
池
デ
ジ
タ

ル
ア
ー
カ
イ
ブ
」
で
は
、「
嶋
屋
日
記
」

全
8
冊
の
デ
ジ
タ
ル
版
を
公
開
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

菊
池
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

Ⓗ http://da.library-kikuchi.jp/

問
い
合
わ
せ
先　
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　
☎
０
９
６
８（
36
）９
４
５
０

㈪
～
㈮
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　
福
祉
課

「
は
い
！
こ
ち
ら
菊
池
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
！
」�

不
審
電
話
に
注
意

　
高
齢
者
の
自
宅
に
電
話
を
か
け
、
公

的
機
関
を
名
乗
り
個
人
情
報
を
聞
き
出

す
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
災
害

に
備
え
て
の
調
査
と
称
し
て
家
族
構
成

な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き
、
一
人
暮
ら

し
か
ど
う
か
を
聞
き
出
す
手
口
で
す
。

　
悪
質
業
者
に
わ
た
っ
た
個
人
情
報
は

悪
用
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

電
話
口
な
ど
で
安
易
に
受
け
答
え
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
よ

う
な
電
話
を
受
け
た
場
合
に
は
、
一
度

電
話
を
切
り
、
電
話
元
の
代
表
電
話
番

号
へ
確
認
の
電
話
を
す
る
な
ど
の
対
応

策
が
あ
り
ま
す
。

美
容
医
療
の
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が

可
能
に
な
り
ま
し
た

　
一
定
期
間
無
条
件
で
契
約
解
除
で
き

る
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
対
象
に
「
美

容
医
療
」
が
昨
年
12
月
か
ら
加
わ
り
ま

し
た
。
対
象
は
、
医
療
機
関
で
の
美
容

を
目
的
と
す
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、

「
脱
毛
」、「
に
き
び
・
シ
ミ
・
入
れ
墨

な
ど
の
除
去
」、「
シ
ワ・た
る
み
取
り
」、

「
脂
肪
の
溶
解
」、「
歯
の
漂
白
」
の
5

種
類
。

　
施
術
が
１
カ
月
以
上
継
続
す
る
5
万

円
を
超
え
る
契
約
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

乳
幼
児
な
ど
の
や
け
ど

　
炊
飯
器
や
電
気
ケ
ト
ル
な
ど
に
よ
っ

て
乳
幼
児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
が
や

け
ど
を
負
う
事
例
が
、
過
去
6
年
間
に

３
７
５
件
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
消
費

者
庁
発
表
）。

　
や
け
ど
事
故
防
止
の
た
め
、
保
護
者

は
次
の
よ
う
な
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

高
温
の
蒸
気
や
転
倒
時
に
湯
こ
ぼ
れ

　
し
熱
湯
に
触
れ
る
恐
れ
の
あ
る
炊
飯

　
器
や
電
気
ケ
ト
ル
な
ど
は
、
乳
幼
児

　
の
行
動
範
囲
で
使
用
し
な
い
。

▼�

蒸
気
が
出
な
い
、
転
倒
時
に
湯
こ
ぼ

　
れ
し
に
く
い
な
ど
安
全
機
能
の
あ
る

　
製
品
を
使
用
す
る
。

　
高
齢
者
も
含
め
て
湯
た
ん
ぽ
に
よ
る

低
温
や
け
ど
の
事
例
も
多
く
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。
使
用
法
を
よ
く
読
ん
で
使

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

嶋屋日記
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記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

２月の「税」の納期限
２月28日㈬

問税務課市民税係
　☎(25)7206

●国民健康保険税
　第７期
口座振替を利用している人
は、２月26日㈪に振替を行
いますので残高の確認をお
願いします。

　
マ
ラ
ソ
ン
大
会
コ
ー
ス
沿
線
以
外
の
道

路
で
も
大
幅
な
渋
滞
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

熊
本
地
震
災
害
廃
棄
物
の
持
ち

込
み
は
２
月
28
日
ま
で
で
す

　
平
成
28
年
４
月
か
ら
行
っ
て
き
た
熊
本

地
震
に
伴
う
災
害
廃
棄
物
仮
置
き
場
を
閉

鎖
し
ま
す
。
閉
鎖
後
は
災
害
廃
棄
物
の
受

け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限

ま
で
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
搬
入
に

は
事
前
の
申
請
が
必
要
で
す
。

閉
鎖
日　
２
月
28
日
㈬

申
請
方
法　
罹
災
証
明
書
・
印
か
ん
を
持

参
の
う
え
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
閉
鎖
日
以
降
に
災
害
廃
棄
物
を
処
分
す

る
場
合
は
、
民
間
の
適
切
な
処
理
・
処
分

業
者
に
自
ら
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

場
合
の
費
用
は
全
額
自
己
負
担
で
す
。

問
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

　
☎（
25
）７
２
１
７

菊
池
市
は
景
観
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す

　
豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
に
育
ま
れ
た

魅
力
的
な
景
観
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

し
、
将
来
へ
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
菊

池
市
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
「
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た
誰

も
が
輝
き
続
け
る
ふ
る
さ
と
」
を
景
観
の

将
来
像
と
し
、「
自
然
を
守
る
」、「
歴
史

を
活い

か
す
」、「
生
業・暮
ら
し
を
整
え
る
」

の
3
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２

古
文
書
・
古
写
真
を

探
し
て
い
ま
す

　
中
央
図
書
館
古
文
書
室
で
は
菊
池
に
関

わ
る
歴
史
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
菊
池
に
ま

つ
わ
る
資
料
の
寄
贈
、
古
文
書
な
ど
の
保

存
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
資

料
受
け
入
れ
日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
受
け
入
れ
る
資
料
に
は
基
準
が
あ
り
ま

す
。
利
用
に
は
事
前
の
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。

と　
き　
毎
月
第
３
㈯　
※
初
回
は
２
月

17
日
㈯

と
こ
ろ　
中
央
図
書
館

問
中
央
図
書
館　
☎（
25
）１
１
１
１

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
か
ら
水
道
料
金
・
下
水
道
等
使
用

料
お
よ
び
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
は
、
納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
遅
延

損
害
金
ま
た
は
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
電
気
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額
７
８
２
円

▼
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業

時
間
額
８
３
２
円

▼
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

時
間
額
７
４
０
円

問
菊
池
労
働
基
準
監
督
署
☎

（
25
）３
１
３
６

　

動
物
を
飼
う
に
は
責
任
が
伴
い
ま
す
。

捨
て
猫
や
捨
て
犬
を
か
わ
い
そ
う
に
思
う

人
も
、
動
物
を
飼
っ
た
時
に
適
切
な
繁
殖

制
限
を
し
な
い
と
、
増
え
て
し
ま
っ
た
動

物
を「
捨
て
る
側
」に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
望
ま
な
い
繁
殖
を
防
ぐ
た
め
、
ペ
ッ
ト

に
は
避
妊
去
勢
手
術
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
菊
池
保
健
所　
☎（
25
）４
１
３
５

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８

開
催
に
伴
う
交
通
規
制

対　
象　
４
月
以
降
に
賦
課
さ
れ
る
も
の

利　
率　

▼
水
道
料
金
に
か
か
る
遅
延
損
害
金　
　

　
年
５
％

▼
下
水
道
等
使
用
料
及
び
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
に
か
か
る
延
滞
金

（
※
平
成
30
年
の
利
率
）

❶
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
月
を
経
過
す
る

日
ま
で
の
期
間　
年
２・６
％

❷
納
期
限
の
翌
日
か
ら
1
月
を
経
過
す
る

日
の
翌
日
以
降　
年
８・９
％

問
水
道
料
金
に
つ
い
て　
水
道
局
お
客
様

セ
ン
タ
ー　
☎（
25
）１
８
１
１

問
下
水
道
等
使
用
料
及
び
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
金
・
分
担
金
に
つ
い
て　
下
水

道
課
管
理
係　
☎（
25
）７
２
４
４

フ
グ
の
食
中
毒
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
県
内
で
フ
グ
料
理
に
よ
る
食
中
毒
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
フ
グ
の
取
り
扱
い
に
は

専
門
の
資
格
と
専
門
の
施
設
が
必
要
で

と　
き　
２
月
18
日
㈰　
午
前
７
時
～

　

特
に
熊
本
市
内
へ
外
出
す
る
際
に
は
、

マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
控
え
、
公
共
交
通
機

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
交
通
規
制
の
詳

細
は
、
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

Ⓗ�h
ttp

://k
u
m
a
m
o
to
jy
o
-

m
arathon.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

　
☎
０
９
６（
３
２
８
）２
３
７
３

飼
い
犬･

飼
い
猫
に
は
避
妊
去

勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

す
。
自
分
で
釣
っ
た
フ
グ
の
素
人
調
理
は

絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

問
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎��

０
９
６（
３
３
３
）２
２
４
８

お
知
ら
せ

教
育
資
金
を「
国
の
教
育
ロ
ー

ン
」が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　
高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学
な
ど
に
入

学･

在
学
す
る
子
ど
も
を
持
つ
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

融
資
額　
子
ど
も
一
人
当
た
り
３
５
０
万

円
以
内

金　
利　
年
１
・
76
％　
※
母
子
家
庭
の

人
な
ど
は
年
１
・
36
％

対　
象　
入
学
金
、授
業
料
、ア
パ
ー
ト
、

マ
ン
シ
ョ
ン
へ
の
敷
金
や
家
賃
な
ど

返
済
期
間　
15
年
以
内　
※
母
子
家
庭
の

人
な
ど
は
18
年
以
内

返
済
方
法　
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー

ナ
ス
時
増
額
返
済
な
ど
も
可
能
）

　
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」で
検
索
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎��

０
５
７
０（
０
０
８
）６
５
０　

　
国
民
健
康
保
険
は
、
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
30
年

平
成
30
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

▼ 平成30年４月からの都道府県と市町村のそれぞれの役割

１ 運営のあり方
（総論）

○都道府県が、当該都道府県内の市町村とともに、国保の運営を担う
○ 都道府県が財政運営の責任主体となり、安定的な財政運営や効率的な事

業運営の確保等の国保運営に中心的な役割を担い、制度を安定化
○ 都道府県が、都道府県内の統一的な運営方針としての国保運営方針を示

し、市町村が担う事務の効率化、標準化、広域化を推進

都道府県の主な役割 市町村の主な役割

２ 財政運営

【 財政運営の責任主体 】
・ 市町村ごとの国保事業費納付金

を決定
・財政安定化基金の設置・運営

国保事業費納付金を都道府県に納付

３ 資格管理
国保運営方針に基づき、事務の効率
化、標準化、広域化を推進
※４と５も同様

地域住民と身近な関係の中、資格を
管理

（被保険者証などの発行）

４ 保険料の決定
賦課・徴収

標準的な算定方法等により、市町村
ごとの標準保険料率を算定・公表

・ 標準保険料率等を参考に保険料
率を決定

・個々の事情に応じた賦課・徴収

５ 保険給付
・ 給付に必要な費用を、全額、市町

村に対して支払い
・ 市町村が行った保険給付の点検

・ 保険給付の決定
・ 個々の事情に応じた窓口負担減
　など

６ 保健事業 市町村に対し、必要な助言・支援
被保険者の特性に応じたきめ細かい
保健事業を実施

（データヘルス事業など）

度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責
任
主

体
と
な
り
制
度
の
安
定
化
を
目
指
し
ま

す
。

問
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８

問い合わせ先に各課の直
通番号を記載しています。
各支所の問い合わせはこ
ちらです。
・七城支所  ☎（25）1000
・旭志支所  ☎（25）3330
・泗水支所  ☎（25）2001

　　

介護予防ミニ講座
～ ブクブクうがいで誤嚥性肺炎予防 ～

　「ブクブクうがい」は、口の中の汚れを取り除く目的で
行いますが、かんだり飲み込んだりといった口の機能を
強化し誤嚥性肺炎の予防にも役立ちます。歯みがきの
ついでに正しい「ブクブクうがい」をしましょう。 

水を口に含む
次の順にそれぞれ膨らませ、ブクブクと10回ほど動かす

① 左のほほ
② 右のほほ
③ 鼻の下と上唇の間

④ 下唇とあごの間
⑤ ほほ全体

① ②

③ ④ ⑤

問高齢支援課地域包括支援係　☎（25）7216

1 2

水
道
・
下
水
道
利
用
料
な
ど
は

期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

健
康
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
2
本
の
ポ
ー
ル
を
使
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
で
、
膝
痛
・
腰
痛
な
ど
で
運
動
が
難
し

い
人
も
安
全
に
楽
し
く
参
加
で
き
ま
す
。

と　
き　
４
月
19
日
㈭
～
６
月
21
㈭
の
毎

週
木
曜
日
※
５
月
31
日
㈭
を
除
く　

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
費　
８
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料

含
む
）
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
い
な
い
人
は

３
千
円
程
度
で
購
入
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

１
回
３
０
０
円
で
レ
ン
タ
ル
も
可
能
で
す
。

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
に
あ
る
申
込
用

紙
を
直
接
提
出
す
る
か
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
限　
３
月
30
日
㈮　
※
申
込
多
数

の
場
合
は
期
限
前
に
締
め
切
り
ま
す
。

問
●申
健
康
推
進
課
保
険
年
金
係

　
☎（
25
）７
２
１
８��

　
支
所
の
利
活
用
を
図
る
た
め
「
菊
池
市

支
所
庁
舎
施
設
利
活
用
基
本
計
画
（
案
）」

を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　
２
月
８
日
㈭
～
３
月
12
日
㈪

　
午
後
５
時
必
着

閲
覧
場
所　
▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▼
施
設

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
▼
各
支
所
市
民
生
活
課

応
募
方
法　
所
定
の
様
式
に
氏
名
（
団
体

の
場
合
は
団
体
名
と
代
表
者
名
）、
住
所
、

電
話
番
号
、
ご
意
見
な
ど
を
記
入
し
施
設

「
養
生
園
つ
な
ご
う
フ
ッ
ト
パ

ス
２
月
」
参
加
者
募
集

　
仲
間
と
楽
し
く
歩
い
て
、
体
も
心
も
温

ま
る
フ
ッ
ト
パ
ス
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
菊
池
神
社
界
隈
の
歴
史
や
自
然
を
楽

し
む
コ
ー
ス
で
す
。
初
め
て
の
人
や
一
人

で
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。　

と　
き　
２
月
20
日
㈫　
午
前
10
時
～

対　
象　
市
内
在
住
で
医
師
に
よ
る
運
動

制
限
が
な
い
人

統
計
調
査
員
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す

　

統
計
調
査
の
期
間
は
、
約
２
カ
月
で
、

調
査
の
内
容
や
量
に
応
じ
て
報
酬
を
支
払

い
ま
す
。
調
査
員
に
な
る
た
め
に
は
、
▼

20
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
▼
責
任
を
持
っ
て

調
査
員
業
務
が
で
き
る
こ
と
▼
調
査
上
知

り
え
た
情
報
の
秘
密
保
持
に
責
任
を
持
つ

こ
と
な
ど
、
一
定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
実
施
予
定
の
主
な
調
査

▼
工
業
統
計
調
査
（
６
月
１
日
の
前
後
１

カ
月
（
約
２
カ
月
間
））
▼
住
宅
・
土
地

統
計
調
査（
10
月
１
日
の
前
後
１
カ
月（
約

２
カ
月
間
））

問
●申
企
画
振
興
課
情
報
統
計
係

　
☎（
25
）７
２
４
９��

菊
池
市
奨
学
資
金
貸
付
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

受
付
期
間　
4
月
2
日
㈪
～
27
日
㈮　

対
象
者　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▼
市
内
に
１
年
以
上
在
住
し
て
い
る
人
ま

唐
辛
子
を
生
産
し
ま
せ
ん
か

　
き
く
ち
観
光
物
産
館
で
は
、
唐
辛
子
を

栽
培
す
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
規

模
栽
培
が
可
能
な
う
え
に
、
軽
作
業
な
の

で
高
齢
の
人
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。
生
産

さ
れ
た
唐
辛
子
は
全
て
買
い
取
り
ま
す
。

募
集
期
限　
２
月
15
日
㈭

問
●申
き
く
ち
観
光
物
産
館

　
☎（
25
）５
４
７
７��

　
専
門
の
講
師
と
一
緒
に
花
壇
作
り
の
コ

ツ
を
学
び
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
技
術
を
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
費
無
料
。

と　
き　
2
月
24
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

と
こ
ろ　
富
の
原
一
区
公
民
館

対　
象　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人
。

定　
員　
12
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
２
月
22
日
㈭

問
●申
都
市
整
備
課
都
市
整
備
係

　
☎（
25
）７
２
４
２��

Ⓕ（
25
）７
２
４
２

庭
作
り
の
コ
ツ
を
楽
し
く
実
践

花
壇
づ
く
り
講
習
会

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
に
持
参
す
る
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
で
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

問
●申
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
課
管
財
係

　
☎（
25
）７
２
０
５��

Ⓕ（
25
）５
７
２
０��

　
Ⓜsisetsu@

city.kikuchi.lg.jp

た
は
そ
の
子
▼
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
ま
た
は

各
種
専
修
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
▼
経

済
的
理
由
で
就
学
困
難
な
人
▼
日
本
学
生

支
援
機
構
そ
の
他
奨
学
金
の
支
給
ま
た
は

貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な
い
人

受
付
時
に
提
出
す
る
書
類　
▼
奨
学
資
金

貸
付
申
請
書
▼
住
民
票
（
世
帯
全
員
が
記

載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
▼
在
学
証
明
書

後
日
に
提
出
す
る
書
類　
世
帯
全
員
の
所

得
証
明
書
（
６
月
１
日
以
降
に
税
務
課
で

取
得
し
て
く
だ
さ
い
）

決
定
方
法　
菊
池
市
奨
学
金
奨
学
生
選
考

委
員
会
で
審
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

返
還
方
法　
卒
業
後
、
10
年
以
内
で
返
還

す
る
こ
と
（
無
利
子
）
※
進
学
す
る
場
合

は
、
返
還
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
●申
学
校
教
育
課

　
☎（
25
）７
２
３
０　

種　別 貸付額
（月額）

公立高校（高専含む） １8,000円

私立高校 30,000円
公立専門学校
（専修学校） 44,000円

私立専門学校
（専修学校） 53,000円

国公立（短期）大学 44,000円

私立（短期）大学 53,000円

全
国
健
康
保
険
協
会
加
入
者
の

被
扶
養
者
健
診

　
全
国
健
康
保
険
協
会
熊
本
支
部
（
協
会

け
ん
ぽ
）
が
実
施
す
る
特
定
健
康
診
査
お

▼種別貸付額

募
集市

営
中
町
特
公
賃
団
地
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
団
地　
中
町
団
地
７
A
棟
（
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
）

規　
格　
中
層
耐
5
階
建
て
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

募
集
個
数　
１
戸

家　
賃　
５
万
５
千
円

受
付
期
限　
２
月
16
日
㈮

申
込
資
格　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
こ
と
。

▼
持
家
が
な
く
居
住
す
る
た
め
の
住
居
に

困
っ
て
い
る
▼
同
居
親
族
が
あ
る
（
婚
約

者
な
ど
も
含
む
）
▼
世
帯
の
合
計
月
額
所

得
が
15
万
8
千
円
以
上
48
万
7
千
円
以
下

▼
税
金
な
ど
の
滞
納
が
な
い
▼
入
居
申
込

者
及
び
同
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

▼
入
居
申
込
書
▼
住
宅
状
況
申
告
書
▼
住

民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
、
同

居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）
▼
未

納
が
な
い
証
明
書
（
16
歳
以
上
（
高
校
生

を
除
く
）
の
同
居
予
定
者
全
員
分
そ
れ
ぞ

れ
必
要
）
※
未
納
が
な
い
証
明
書
が
発
行

で
き
な
い
市
町
村
に
住
ん
で
い
る
人
は
平

成
28
年
度
納
税
証
明
書
▼
平
成
29
年
度
市

県
民
税
課
税
台
帳
記
載
事
項
証
明
書
（
16

歳
以
上
（
高
校
生
を
除
く
）
の
方
全
員
分

の
証
明
書
が
そ
れ
ぞ
れ
必
要
）
▼
そ
の
他

証
明
書
（
婚
約
証
明
書
、
障
が
い
者
手
帳

の
写
し
な
ど
）
※
高
校
生
は
学
生
証
の
写

し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　
申
込
書
そ
の
他
の
書
類
な
ど
に

　
職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
求
職
者
の
早
期
就
職
を
支
援
す
る
国

の
制
度
で
す
。
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と

雇
用
保
険
な
ど
を
受
給
し
な
が
ら
受
講
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

訓
練
場
所　
合
志
市

科　
目　
溶
接
加
工
科
、
電
気
設
備
サ
ー

ビ
ス
科
、
生
産
設
備
保
全
技
術
科
、
住
宅

職
業
訓
練
コ
ー
ス

虚
偽
の
申
告
が
あ
っ
た
場
合
、
入
居
申
込

み
は
無
効
に
な
り
ま
す
。
申
込
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

（
抽
選
の
期
日
は
後
日
連
絡
し
ま
す
）

問
●申
都
市
整
備
課
住
宅
係

　
☎（
25
）７
２
４
３

定
員　
30
人　

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、

養
生
園
教
室
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
人

を
優
先
し
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円
（
弁
当
代
）

申
込
方
法　
健
康
推
進
課
、
各
支
所
市
民

生
活
課
、
菊
池
養
生
園
に
あ
る
申
し
込
み

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。　

問
●申
菊
池
養
生
園
保
健
組
合

　
☎（
38
）２
８
２
０

リ
フ
ォ
ー
ム
科
、
ビ
ル
設
備
サ
ー
ビ
ス
科

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
28
日
㈬

訓
練
期
間　
４
月
３
日
㈫
～
９
月
28
日
㈮

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

　
☎（
24
）８
６
２
５

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

歴
史
探
訪
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

　
肥
後
古
代
の
森
ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
と

し
て
、
菊
池
氏
ゆ
か
り
の
地
を
バ
ス
で
巡

り
ま
す
。

と　
き　
２
月
24
日
㈯　
午
前
９
時
出
発

集
合
場
所　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

見
学
場
所　
懐
良
親
王
御
所
跡（
八
代
市
）

宮
内
庁
所
管
の
懐
良
親
王
墓
所
、
14
代
菊き

く

よ
び
各
種
検
査
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

と　
き　
３
月
２
日
㈮

　
受
付　
午
前
９
時
～
午
前
11
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

健
診
内
容　
特
定
健
康
診
査
、
オ
プ
シ
ョ

ン
検
査　
※
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
・
料
金
に

つ
い
て
は
協
会
け
ん
ぽ
か
ら
送
付
さ
れ
る

案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
公
立
玉
名
中
央
病
院
付
属
健
診
セ
ン

タ
ー　
☎�

０
９
８
６（
73
）６
１
３
５�

池ち

武た
け

士ひ
と

の
墓
、
八
代
市
博
物
館
な
ど
。

定　
員　
40
人
（
先
着
順
）

参
加
費　
５
０
０
円
（
保
険
代
、食
事
代
）

申
込
期
間　
２
月
６
日
㈫
～
16
日
㈮　

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
☎（
25
）７
２
３
２

　NHK-BSプレミアムで放送予定の「にっぽん縦断 こころ旅
（２０１８春の旅）」。３月２６日㈪に沖縄県をスタートし、鹿児島、
熊本、長崎と九州を北上。山口、島根、鳥取と日本海側を巡り、
岐阜を目指します。番組では、皆さまからのお手紙で旅のルー
トを決定するため、市内の「忘れられない場所、風景」
にまつわる手紙を募集しています。手紙が採用され
れば、菊池に俳優の火

ひ

野
の

正
しょう

平
へい

さんが訪れます。

４月16日㈪ ～20日㈮県内放送予定
３月５日㈪ 必着応募期限

番組ホームページ、ＦＡＸ、
郵送で応募してください。

応募方法

住所、氏名、電話番号、性別、年齢、思
い出の場所・風景、その場所にまつわる
エピソード

応募内容

Ⓗhttp://www.nhk.or.jp/kokorotabi/
Ⓕ03（3465）1327
郵送 〒150- 8001 ＮＨＫこころ旅係
問ＮＨＫふれあいセンター
☎0570（066）066　 ☎050（3786）5000

お手紙
募集

写真提供ＮＨＫ
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

第
56
回
菊
池
ま
ち
づ
く
り
道
場

　
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る
人
か
ら
、
菊
池

で
生
き
る
知
恵
や
経
験
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
回
は
、
お
茶
を
通
じ
て
特
産

品
開
発
な
ど
に
取
り
組
む
斉
藤
製
茶
園
の

斉さ
い

藤と
う

敏と
し

春は
る

さ
ん
を
お
招
き
し
、
菊
池
養
生

詩
塾
の
佐さ

藤と
う

忠た
だ

文ふ
み

さ
ん
と
対
談
を
行
い
ま

す
。
申
し
込
み
・
参
加
費
は
不
要
で
す
。

と　
き　
２
月
24
日
㈯　
午
後
７
時
～

と
こ
ろ　
松
倉
邸
（
菊
池
高
校
正
門
前
）

問
菊
池
養
生
詩
塾　
佐さ

藤と
う　

　
☎
０
９
０（
４
３
４
９
）３
５
１
１

イ
ベ
ン
ト

　
第
三
セ
ク
タ
ー
連
絡
協
議
会
で
は
、
友

好
都
市
で
あ
る
奄
美
大
島
の
龍
郷
町
に
ち

な
み
「
奄
美
フ
ェ
ア
」
を
開
催
中
で
す
。

そ
の
中
で
、
奄
美
伝
統
の
染
色
で
あ
る
泥

奄
美
物
産
フ
ェ
ア

泥
染
め
体
験
会

と　
き　
２
月
27
日
㈫

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
高
齢
支
援
課

※ 

無
料
。
要
予
約
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

認
知
症
介
護
家
族
の
つ
ど
い

と　
き　
２
月
22
日
㈭

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内　
容　
茶
話
会
・
介
護
ミ
ニ
講
座
な
ど

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

と　
き　
２
月
９
日
㈮　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階

相
談
内
容　
い
じ
め
、
体
罰
、
家
庭
内
、

無
料
人
権
相
談
所

講
演
・
講
習

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見

守
る
応
援
者
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症

を
理
解
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

と　
き　
２
月
20
日
㈫　
午
後
２
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
福
祉
会
館

問
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係　

　
☎（
25
）７
２
１
６

　
「
古
代
の
肥
後
と
鞠
智
城
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
し
ま
す
。
鞠
智
城
が
肥
後
の
古
代

　
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
を
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
、
関

係
者
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き　
2
月
21
日
㈬

受
付　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分　
　

と
こ
ろ　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容　
将
来
が
不
安
、
人
間
関
係
で

悩
ん
で
い
る
、
学
校
に
行
け
な
い
・
行
き

た
く
な
い
、
学
校
を
辞
め
て
し
ま
っ
た
、

働
く
気
が
お
き
な
い
な
ど

対　
象　
主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の
人
と

そ
の
家
族
、
友
人
、
知
人
、
支
援
者
な
ど

問
県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

～C
O
C
O
N

こ
こ
ん
～

　
☎
０
９
6（
３
８
７
）７
０
０
０

と　
き　
2
月
26
日
㈪
～
28
日
㈬

　
　
　
　
午
後
８
時
ま
で

と
こ
ろ　
本
庁
１
階
税
務
課
徴
税
係

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

相
談

納
税
相
談
夜
間
窓
口
を

開
設
し
ま
す

　

今
月
は
弁
護
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

と　
き　
２
月
16
日
㈮　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

と
こ
ろ　
本
庁
２
階
相
談
室
22

相
談
内
容　
夫
や
妻
、
恋
人
な
ど
身
近
な

人
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
職

場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
、
そ
の
他
性
別
に
よ
る

不
当
な
差
別
や
嫌
が
ら
せ
な
ど

問
●申
男
女
共
同
参
画
推
進
課�

　
☎（
25
）７
２
１
０

男
女
共
同
参
画
専
門
委
員
相
談

　
㈪
～
㈮　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
９
時

Ⓜkow
aka-cocon@

w
ind.ocn.

ne.jp

2月12日（月・祝） 午前10時～11時30分
七城公民館講堂（七城町甲佐町72-1）

【主催】城山の日実行委員会　 【問い合わせ先】一般社団法人菊池観光協会 ☎（25）0513

100人
【第1部】 講演会
「菊池一族も愛した、菊池ならではの名所づくり」

市桜の名所づくりとして菊池公園を中心に整備を進めてい
ます。100年後も変わらず桜の名所であり続けるために、本
市と桜の付き合い方についてお話いただきます。

【第２部】 「樹木を元気にする剪定講座」
家庭や共有の敷地で育てている樹木が数十年後も枯れずに
元気でいるために、今日から始められる剪定方法を学べます。

無 料

　市では桜の名所づくりを進めるため、さまざまな団体が協力し活動に取り組んでいます。その一環とし
て行われている菊池観光協会の清掃ボランティアイベント「城山の日」が5周年を迎えます。それを記念し、
桜の名所づくりに取り組む樹木医の和

わ

田
だ

博
ひろ

幸
ゆき

さんを迎えて講演会を開催します。

「城山の日」5周年記念 NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」出演  樹木医 和
わ

田
だ

博
ひろ

幸
ゆき

さん 講演会

と　き

ところ

定　員

内　容

入場料

和
わ

田
だ

博
ひろ

幸
ゆき

さん（樹木医）
東京農業大学卒業。財団
法人日本花の会職員。主
任研究員 とし て 国指定
天然記念物の山高神代桜

（山梨県）や大島のサクラ
株（東京都）などの調査や
樹勢回復に当たる。樹木

医として自治体からの街路樹や名木の診断依
頼を受ける傍ら、まちづくり計画への参加や住
民指導など、人と樹木の共生のために精力的
に活動中。NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」

（2017年６月５日放送）に出演。

講　師

も
の
忘
れ
相
談
会

日
本
遺
産
認
定
記
念
講
演
会

県
子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
出
張
相
談
会

隣
近
所
、
借
地
・
借
家
、
名
誉
・
信
用
、

金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
障
害
者
差
別
、
部
落
差

別
、
相
続
・
遺
言
、
外
国
人
差
別
な
ど

問
●申
人
権
啓
発
課�

　
☎（
25
）
　
７
２
０
９

史
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

か
議
論
し
、
鞠
智
城
研
究
の
最
前
線
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
10
日
㈯　

　
　
　
　
午
後
１
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内　
容　
講
演
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

　
☎（
25
）７
２
３
２

染
め
の
体
験
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
独
特
の
染
め
上
が
り
は
女
性
に
大
人
気
。

現
地
か
ら
来
た
職
人
が
指
導
し
ま
す
。
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　
（
各
日
４
回
）

▼
２
月
３
日
㈯　
き
く
ち
観
光
物
産
館

▼
２
月
４
日
㈰　
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム

時
間
は
い
ず
れ
も
❶
午
前
９
時
～
❷
午
前

11
時
～
❸
午
後
１
時
～
❹
午
後
３
時
～

定　
員　
各
５
人
程
度

参
加
費

▼
ハ
ン
カ
チ　
千
円

▼
ス
ト
ー
ル
・
Ｔ
シ
ャ
ツ　
２
５
０
０
円

※
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
も
で
き
ま
す
。

問
●申
き
く
ち
観
光
物
産
館（
３
日
の
会
場
）

　
☎（
25
）５
４
７
７

問
●申
七
城
メ
ロ
ン
ド
ー
ム（
４
日
の
会
場
）

　
☎（
25
）５
７
５
７

ど
ん
ぐ
り
ペ
イ
ン
ト･

ブ
ロ
ー
チ
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト

　
ど
ん
ぐ
り
を
活
用
し
た
環
境
学
習
と
し

て
も
の
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き　
２
月
17
日
㈯　

　
　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　
最
終
処
分
場
「
エ
コ
ア
熊
本
」

（
玉
名
郡
南
関
町
下
坂
下
４
７
７
１
の
３
）

内
容
・
対
象　

❶
ど
ん
ぐ
り
ペ
イ
ン
ト
（
子
ど
も
）

❷
ど
ん
ぐ
り
ブ
ロ
ー
チ
（
中
学
生
以
上
）

定　
員　
❶
15
人　
❷
10
人

申
込
期
限　
２
月
15
日
㈭
（
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
●申
エ
コ
ア
熊
本　

　
☎
０
９
６
８（
53
）８
５
０
０

　
Ⓕ
０
９
６
８（
53
）８
５
１
０　

い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操

交
流
会

　
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く
り
、
地
域

づ
く
り
な
ど
を
目
的
と
し
、
住
民
が
主
体

と
な
る
「
通
い
の
場
」
活
動
が
市
内
各
地

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
る
「
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
」

は
「
体
が
軽
く
な
っ
た
」「
楽
し
い
」
と

参
加
者
に
好
評
で
す
。　

　
こ
の
体
操
を
よ
り
効
果
的
に
実
施
す
る

た
め
、
体
操
の
参
加
者
が
集
う
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
体
操
の
効
果
や
楽
し
み
な

ど
を
一
緒
に
語
り
ま
せ
ん
か
。

と　
き　
３
月
１
日
㈭　

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内　
容　
体
操
を
続
け
た
効
果
、
活
動
様

子
の
紹
介
、
参
加
者
全
員
で
体
操
を
実
施
、

体
操
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
の
中
か
ら
優

秀
者
を
表
彰

対　
象　
い
き
い
き
１
０
０
歳
体
操
を
実

施
し
て
い
る
人
、
興
味
が
あ
る
人

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６
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各支所の問い合わせ先
七城支所　☎(25)1000
旭志支所　☎(25)3330
泗水支所　☎(25)2001

菊池市ホームページ
http://www.city.kikuchi.lg.jp/

記号の説明　問…問い合わせ先　●申…申込先　☎…電話番号
Ⓕ…FAX　Ⓜ…メールアドレス　Ⓗ…ホームページ

菊池市の市外局番　0968
菊池市役所の住所　〒861-1392 菊池市隈府 888 番地

菊
池
市
認
知
症

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
「
認
知
症
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。
認
知
症

を
知
り
、
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
私
た
ち
は
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。
く
ま
モ
ン

も
登
場
予
定
で
す
。

と　
き　
２
月
24
日
㈯　
午
前
10
時
～

と
こ
ろ　
泗
水
ホ
ー
ル

内　
容　
▼
発
表　
泗
水
小
学
校
、
介
護

老
人
保
健
施
設
孔
子
の
里
▼
講
話　
認
知

症
予
防
に
つ
な
げ
る
生
活
の
中
の
心
が
け

問
●申
高
齢
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

　
☎（
25
）７
２
１
６

▼
不
動
産　

　

菊
池
市
と
合
志
市
の
合
同
で
不
動
産

（
農
地
）
の
公
売
を
実
施
し
ま
す
。
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

と　
き　
３
月
23
日
㈮　

　
　
　
　
受
付　
午
前
９
時
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

そ
の
他　
農
地
の
公
売
参
加
に
は
、
農
業

委
員
会
の
「
買
受
適
格
証
明
書
」
が
必
要

で
す
。
２
月
20
日
㈫
ま
で
に
税
務
課
お
よ

び
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
合

志
市
内
の
農
地
に
つ
い
て
は
、
合
志
市
農

業
委
員
会
へ
の
申
請
が
必
要
で
す
。

　
公
売
前
に
滞
納
市
税
が
完
納
さ
れ
た
場

合
は
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

　
菊
池
市
農
業
委
員
会��

☎（
25
）７
２
３
５

　
合
志
市
農
業
委
員
会

　
☎
０
９
６（
２
４
８
）１
４
８
７　

▼
動　
産

　
菊
池
地
域
の
市
町
が
合
同
で
開
催
し
ま

す
。
品
物
を
会
場
で
下
見
し
た
う
え
で
入

札
に
参
加
し
、
落
札
者
は
そ
の
場
で
代
金

を
支
払
い
品
物
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
広
報
３
月
号
に
掲

載
し
ま
す
。

と　
き　
３
月
23
日
㈮　
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

物
件
数　
１
０
０
点
程
度

問
税
務
課
徴
税
係　
☎（
25
）７
２
０
８

番号 所在 見積価額 公売保証金

１  所在：泗水町永字黒石　地番：2237番
 地目：畑　地積：2,020平方メートル 949,400円  95,000円

２

 所在：合志市幾久富字下岩迫　地番：78番1
 地目：田　地積：2,276 平方メートル

3,329,100円 333,000円 所在：合志市幾久富字下岩迫　地番：78番2
 地目：田　地積：2,256平方メートル

 所在：合志市幾久富字下岩迫　地番：78番3
 地目：田　地積：2,360平方メートル

３

 所在：七城町蘇崎字鬼丸　地番：596番1
 地目：田　地積：731平方メートル

898,000円  90,000円
 所在：七城町蘇崎字鬼丸　地番：596番2
 地目：田　地積：718平方メートル

４  所在：七城町蘇崎字赤北　地番：774番3
 地目：田　地積：2,702平方メートル 1,744,400円 175,000円

５  所在：合志市竹迫字坂ノ下　地番：120番
 地目：畑　地積：2,772平方メートル 1,557,800円 156,000円

６  所在：合志市竹迫字柳本　地番：823番
 地目：田　地積：2,567平方メートル 826,600円  83,000円

７  所在：合志市福原字下村廻　地番：883番
 地目：田　地積：481平方メートル 139,400円  0円

▼公売予定物件（不動産）

菊
池
地
域
合
同
公
売
会

老
人
ク
ラ
ブ
芸
能
大
会

　
会
員
が
民
謡
、
日
舞
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど

を
発
表
し
ま
す
。
入
場
無
料
。

と　
き　
３
月
４
日
㈰

　
　
　
　
午
前
９
時
20
分
～

と
こ
ろ　
菊
池
市
文
化
会
館

問
菊
池
市
文
化
会
館　
☎（
24
）１
１
０
１

ボランティア
スタッフ
募集中！ 

 　63回目を迎える「熊日菊池桜マラソン大会」。今年は
「2018 くまファンラン」との同時開催です。「くまファンラ
ン」とは、通常のマラソン競技と異なり、くまモンと一緒に
熊本の魅力を体感しながら楽しんで走ることが目的のラ
ンニングイベントです。くまモンのステージやグッズ販売
会なども行われます。会場では
は菊池のグルメが堪能できる「何
でもよかもん市」も開催します！

■申込方法

■申込期限
■参 加 費

【問い合わせ先】
 熊日菊池桜マラソン大会事務局

（社会体育課内）   ☎（25）7234
【くまファンラン ホームページ】
https://kumafunrun.jp/

3月25日㈰

菊池市民広場

▶受付：午前８時～９時  ▶開会：午前９時10分
▶スタート：午前９時30分（各コース順次スタート）

■と　き

■ところ

①郵便振替による申し込み
　申込書に必要事項を記入し、参加料
を添えてお近くの郵便局からお申し込
みください。別途、振込手数料をご負
担願います。大会事務局までお電話
いただければ振込用紙を送付します。
②インターネットによる申し込み
▶熊日菊池桜マラソン
 ユニバーサルフィールド
http://universal-field.com/2018
▶くまファンラン
スポーツエントリー
https://www.sportsentry.ne.jp/

２月８日㈭ 当日消印有効
▶高校生以上　4,000円
▶小・中 学 生　1,500円
　（保険料、昼食料含む）

熊日菊池桜マラソン大会
with

2018 KUMA FUN RUN

コラボレーション!

第63回

↑ユニバーサル
  フィールド
  QRコード

↑スポーツエントリー
 QRコード

熊本地震菊池渓谷復興支援コンサート

と　 き
と こ ろ
定　 員
申込方法

▼こくちーずPROホームページ
http://www.kokuchpro.com/event/7afb774f04e24a537750651b837c3b2f/

【 主 催 】若手音楽家育成アヤメ基金
【 後 援 】菊池市、菊池国際交流協会
【 申し込み・問い合わせ先 】市長公室 ☎（25）7200

こくちーずPRO QRコード→

Mathis Bereuter ： マティス・べロイター
ピアニスト。1993年オーストリア生まれ。スイ
スのバーゼル音楽大学に12歳で入学。2015
年インターナショナルピアノClavicologneコ
ンクール特別賞、2016年メンデルスゾーンコ
ンクール委嘱曲最優秀演奏賞を受賞、さらに
2017年ブゾーニコンクール本選参加など、今
後の活躍が期待されている若手音楽家。

400人�※未就学児の入場はご遠慮ください。
電話または「こくちーずPRO」のホームページから
お申し込みください。

入場
無料
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　しつこい腰痛、長年の肩こり、腰の痛みや痺れを自宅で
ケアするため、家庭向けの整体テクニックを学びませんか。
と　き　２月25 日㈰　午後２時～４時
ところ　生涯学習センター　和室
定　員　20 人（先着順）
参加費　１人 1,000 円  ※ペア 1,500 円
申込期限　２月 24 日㈯
講　師　健康の樹あんあん　河

か わ

津
づ

佑
ゆ う

正
せ い

　
問●申家庭整体健康の会　加

か

藤
と う

☎ 090（7163）8709

家庭でできる家族整体教室

と　き　２月25日㈰　予備日３月４日㈰　
ところ　七城総合グラウンド内テニスコート
部　門　①中学生男子、②中学生女子、③小学生、④一般
男子（中学３年生以上）、⑤一般女子・壮年（中学３年生
以上の女子または満 45 歳以上）　
参加資格　市内に在住または通勤・通学している人
申込期限　２月 19 日㈪
問●申菊池市ソフトテニス協会　田

た

畑
ば た

☎（24）1183（FAX 兼用）
☎ 090（2717）9266（夜間）

第12回菊池市民ソフトテニス大会参加者募集！

※ 市民の広場は市民が投稿するコーナーです。行政情報ではあ
りません。ご不明な点などありましたら各問い合わせ先へご連
絡ください。

ボランティア交流会
　第９回菊池市ボランティア連絡協議会交流会を開催しま
す。皆さんのお越しをお待ちしています。
と　き　２月24日㈯　午後１時30分～３時30分
ところ　菊池老人福祉センター 大広間
内　容　ゲスト講演会、会員同士のふれあいや活動紹介、
ボランティア団体や個人会員による演芸披露など
参加費　無料　※入浴は施設利用料がかかります。
問菊池市ボランティア連絡協議会　　
☎（25）5010

　雑誌やテレビで活躍するトップモデル江口雅也さんを
迎えてのトークショーを開催します。子どもの参加も大歓
迎です。
と　き　２月１２日㈪㈷　午後１時30分～３時３０分
ところ　生涯学習センター
定　員　４０人
参加費　大人１，０００円　小学生以下無料（要保護者同伴）
問●申岩根　☎ 090（7478）8407

人気トップモデル江
え

口
ぐ ち

雅
ま さ

也
や

トークショー

※ 投稿は随時募集しています。詳しくは市長公室広報交流係まで
お問い合わせください。

　☎0968（25）７２５２　 Ⓜkouhou@city.kikuchi.lg.jp

市内の各小中学校で行われているさまざまな取り組
みをピックアップしてご紹介します。

問学校教育課　☎ 0968(25)7231

Vol.42

11月27日

12月18日

12月９日

プロの楽器に興味津々

講話をする川上さん

クリスマスのリース作り

演奏を披露した２人

感謝の気持ちを伝えました

立派な門松ができました

色に感動、音楽鑑賞会

上優子さんが来校

づくり工作に挑戦

音

川

手

泗水小学校

七城小学校

菊池北小学校

　音楽鑑賞会を開催し、ヴァイオリニストの緒
お

方
が た

愛
あ い

子
こ

さん、ピアニストの林
はやし

紋
あ や

子
こ

さんが演奏を披露しま
した。プロの美しい音色に、児童らは集中して耳を
傾けます。「生のヴァイオリンの音を初めて聴いて
感動した。チャンスがあったら弾いてみたい」と刺
激を受けていました。

　陸上競技の長距離選手として活躍し、オリンピッ
クに２度出場した川

か わ

上
か み

優
ゆ う

子
こ

さんが来校。体育の実
技指導や、「自分を信じて諦めないこと」をテーマに
講話しました。児童は「翌日の持久走で自分を信じ
て頑張ったら良い記録が出た」「自分はやれると思う
ことが大切と思った」などと振り返りました。

　手芸品や民芸品、工芸品を手作りする「クラフト
づくり」を体験しました。学年ごとに作業を分担して
クリスマスやお正月の飾りつけに挑戦。菊池少年自
然の家の職員たちに教わりながら、１・２年生はクリ
スマスのリースを、３・４年生はミニ門松を、５・６年生
はしめ縄を作りました。

旭志中学校
岳山頂で立志式鞍11月２日

　２年生の生徒が立志式で旭志のシンボル鞍岳に
登りました。生徒は山頂で将来の夢や人生の決意
を大声で叫びました。同校の教師は「立志式が自分
の生き方や目標を考えるきっかけになれば。他人と
の関わりの中で学んだ思いやりや協力の心などを
大切な糧にしてほしい」と話しました。

山頂で集合写真

笑顔で記念写真

自分の思いを叫びました

菊池北中学校
んな本が入っているかな？ど12月４日

　クリスマスに併せた本の貸し出し企画「お楽しみ
BOOKS」を今年も開催しました。本は中身が分か
らないようラッピング。カードに書かれたヒントを元
に、生徒は本を選びました。同校の教師は「心待ち
にしている生徒もいて、びっくりするぐらいの満員
御礼。大盛況でうれしい」と話しました。

図書室にはツリーも登場 本を選ぶ生徒たち

vol.13

【 

問
い
合
わ
せ
先 

】

企
画
振
興
課 

☎
０
９
６
８（
25
）７
２
５
０

市
民
の
皆
さ
ん
に
感
謝

育
て
て
も
ら
っ
た
３
年
間

現
在
、11
人
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

各
自
の
取
り
組
み
を
お
伝
え
し
ま
す
。

地
域
健
康
プ
ラ
ン
ナ
ー

北き
た

里ざ
と 

嘉よ
し

幸ゆ
き

さ
ん

　

整
体
師・フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
し
て
の
知
識
や
技
術
を
生
か

し
、
市
民
の
健
康
意
識
の
向
上
を
目
指

し
て
活
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
公
民

館
や
施
設
で
の
健
康
教
室
の
ほ
か
、セ
ル

フ
ケ
ア
や
簡
単
な
整
体
施
術
の
や
り
方

を
伝
え
る「
菊
池
癒い

や

し
人
養
成
講
座
」を

開
講
し
て
い
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自

分
で
つ
く
る
意
識
が
少
し
で
も
広
ま
っ
て

い
る
な
ら
う
れ
し
い
で
す
。
熊
本
地
震

の
際
は
避
難
所
を
巡
り
、避
難
し
て
い
る

人
た
ち
の
体
の
ケ
ア
を
行
い
ま
し
た
。

　

協
力
隊
の
任
期
は
３
月
末
ま
で
。
気

が
つ
け
ば
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、た
く
さ

ん
の
人
に
出
会
い
、支
え
ら
れ
育
て
て
も

ら
っ
た
３
年
間
で
す
。
い
ろ
い
ろ
と
貴
重

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

任
期
終
了
後
は
、
泗
水
町
の
三
万
田

で
ヨ
ガ
や
整
体
な
ど
を
受
け
ら
れ
る
ス

タ
ジ
オ
を
開
業
し
ま
す
。
引
き
続
き
皆

さ
ま
の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、今
後
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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　姉妹友好都市の宮崎県西米良村、岩手県遠野市、鹿児島
県龍郷町の交流団が、きくち秋まつりに合わせ本市を訪問
しました。雨天のため祭りは中止となりましたが、菊之池
小学校と双羽幼稚園で郷土芸能を披露しました。

友好都市の郷土芸能を鑑賞
10 月 14 日～ 16 日　きくち秋まつり交流

遠野市佐比内しし踊り保存会の演舞

　10 月 18 日の「統計の日」を記念して中
な か

野
の

正
しょう

一
い ち

さん（平）、
有

う

働
ど う

敏
と し

徳
の り

さん（鍋倉）、坂
さ か

本
も と

正
ま さ

信
の ぶ

さん（川上）に農林水産
大臣から感謝状が贈られました。3 人は農林水産省が実施
する農業経営統計調査に長年にわたり協力しました。

市民3人に農林水産大臣から感謝状
10 月 18 日　「統計の日」記念

左から中野さんの妻中
な か

野
の

鶴
つ る

美
み

さん、有働さん、坂本さんの妻坂
さ か

本
も と

珠
た ま

美
み

さん

　菊池、七城、旭志、泗水の 4 会場で開催されました。ダ
ンスや合唱、絵画、習字、手芸、小・中学生によるお茶の
お手前など、子どもから高齢者までみんなが一年間の文化
活動の成果を披露しました。

第13回菊池市文化祭
10 月 27 日～ 11 月５日

（左上） 菊池：グループ 15　( 右上） 旭志：ふれあいホタルの会　
（左下） 七城：はつらつ会　（右下） 泗水：いけ花真生流

　親子で地域特産品への理解を深めてもらおうと菊池市菊
芋ヤーコン振興協議会が主催し、川辺保育園の保護者と園
児が参加しました。講演会や料理教室などが行われ、試食
した園児たちはおいしいと笑顔を見せていました。

菊芋 ヤーコンっておいしいね！
10 月 28 日　菊芋ヤーコン食育事業

真剣な表情で調理をする親子

　親睦を深めながら心身を鍛え、心豊かな青少年を育成す
ることを目的に市が開催しました。市内小学生や保護者、
ボランティアスタッフなど 64 人が鞍岳登山に挑戦し、互
いに声をかけあいながら爽やかな汗を流しました。 

鞍岳登山に挑戦
11 月３日　菊池市わんぱく広場

登山の途中、「岩の川」を渡る参加者

　重味地区にかかる豊潤橋で、パイプラインに堆積した土
砂を取り除く放水が行われました。橋の両側に噴き出した
水が秋空に美しいアーチを描き、多くの見物客が１年に一
度の光景を楽しみました。

放水が描く水のアーチに大歓声
11 月４日　豊潤橋の放水

美しい放水の風景を見ようと、多くの見物客やカメラマンが集ま
りました

　優秀な技術と技能を持ち、後進の指導と育成などに大き
く貢献している建設技能者として、宮

み や

本
も と

修
の ぶ

男
お

さん（栄町）、
小

こ

池
い け

幸
こ う

一
い ち

郎
ろ う

さん（中町）、高
た か

宗
む ね

敬
け い

ニ
じ

さん（上西寺）が顕彰
されました。

市民３人が大臣顕彰
11 月８日　優秀施工者国土交通大臣顕彰

左から宮本修男さん、江頭市長、小池幸一郎さん、髙宗敬ニさん

　高校生の農業の取り組みを支援する「全国高校生農業ア
クション大賞」（毎日新聞社、ＪＡ全中主催）の第１回支
援対象グループに、115 グループの中から菊池農業高校の

「グリ研めぇめぇ Bros.」が選ばれました。

菊池農高が全国15チームに選定
11 月 11 日　全国高校生農業アクション大賞

生徒たちは「選ばれると思わなかったのでうれしい。卒業しても
活動を支援したい」と喜びを語りました

　姉妹都市の宮崎県西米良村と友好都市の岩手県遠野市と
の合同交流を行いました。菊池市での菊人形・菊まつり見
学や、西米良村での山まつり参加など、互いの文化や伝統
を学び、交流を深めました。

姉妹・友好都市との合同交流
11 月 17 日～ 18 日　菊池都市間の会事業

西米良村の「菊池記念館」を見学する交流団

　本市出身で八代東高３年の田中湧士さんが、第 72 回え
ひめ国体バドミントン少年男子の部で優勝しました。県代
表としては 19 年ぶりの快挙。田中さんは「絶対勝つとい
う思いでした。将来は世界で活躍できる選手になりたい」。

田
た

中
な か

湧
ゆ う

士
し

さんがえひめ国体で優勝
10 月 11 日　えひめ国体バドミントン少年男子

優勝報告で県庁を訪問した田中さん㊥。団体戦のペアで出場し、
５試合を全てストレートで勝ち進み優勝に貢献した

　第 43 回チーム対抗のど自慢大会が菊池市文化会館で開
催されました。11 組の団体が優勝賞金５万円をめぐって
歌や踊りを披露。豪華景品が当たる抽選会やクイズもあり、
大勢の観客でにぎわいました。

歌って踊って楽しもう！のど自慢大会
10 月 14 日　第 43 回チーム対抗のど自慢大会

事業所や地域住民のチームがユニークな衣装とパフォーマンスを
披露し大会を盛り上げた

　菊池市総合防災訓練が旭志中学校グラウンドであり、市
民や消防署、警察署、国土交通省、市職員らが参加しました。
訓練は大規模地震を想定。避難所の設営や炊き出し訓練な
どを行い、それぞれの役割や手順を確認しました。

官民連携で災害に強いまちづくり
11 月 12 日　菊池市総合防災訓練

総務省のモデル事業で導入したタブレット端末の使い方も訓練。
市では ICT を活用し防災力の向上にも努めている
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限りある紙面、でも掲載できないのはもったいない！
トピックス＋プラスでは、まちの出来事などをダイジェストでお知らせします。＋プラス ※ホームページにもまちの話題を掲載しています。ぜひご覧ください。

　菊池市ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/

■ 10 月 15 日　遠野中サッカー部

■ 11 月９日　花のまちづくり

■ 10 月 26 日　菊池北小が課外学習

■ 11 月 14 日　市茶業振興会

■ 11 月 16 日　消防団協力事業所

■ 10 月 22 日　魅力アップセミナー■ 11 月９日　合志義塾

■ 11 月 15 日　税に関する作品

■ 11 月３日　市老人クラブ連合会■ 11月 17 日　旭志くらだけ友の会

■ 10 月 25 日　退職女性教職員会■ 11 月 10 日　公共建築の日　　

■ 10 月 29 日　県下小学校剣道大会■ 11 月 15 日～ 17 日　学校間交流

■ 11 月５日　田島一区ふるさと祭り■ 11月17日～18日　九州大会優勝

優勝旗や賞状を手にする選手たち西米良村立村所小学校の児童と、隈府小学
校の児童たち

子ども神楽を披露する子どもたち笑顔を見せるメンバーの皆さん

冷たい迫間川に入り生き物を捕まえた

代表して泗水小学校の緒方校長へお茶の葉
が手渡されました

左から江頭市長、緒
お

方
がた

憲
けん

臣
しん

専務取締役、荒
あら

木
き

新
しん

勝
かつ

消防団長
表彰式に参加した受賞者の皆さん

会員から持ち寄られたタオルと雑巾旭志地域の中学生と保護者、旭志中学校の
先生などが楽しくプレーしました

鳥居の前で集合する会員たち日頃の清掃では手の届かないところまで清
掃しました

「菊池市の皆さんの応援が嬉しく、誇らしか
った」と感謝の言葉が綴られていました

完成させた寄せ植えを持つ参加者の皆さん

講師の山
やま

本
もと

彩
あや

氏（中段右から２番目）と参
加者の皆さん

ノートを寄贈する向井さん㊧　合志塾は農
村部の人材育成に大きく貢献しました

友好都市の皆さん応援ありがとう！

２会場で寄せ植え講習会を開催

迫間川の水質と生態を調査

お茶の効果で風邪予防

㈱緒方建設が消防団協力事業所に

第１回チャームアップセミナー合志義塾の塾生ノート寄贈

小中学生６名が受賞

小中学校にタオルと雑巾を寄付親子ふれあいミニバレーボール大会

菊池公園をボランティア清掃「建築の日」にボランティア活動

菊池白龍館が県小学校剣道の頂点に姉妹都市間の小学生が交流

第30回田島一区ふるさと祭りチーム「泗水」が九州大会で優勝

　９月に菊池市などで開催された第
48 回全国中学校サッカー大会に出場
した遠野中学校サッカー部からお礼の
手紙が届きました。当日は菊池都市間
交流の会会員や市民が会場に駆けつ
け、友好都市のチームを応援しました。

　花あふれるまちづくりを目指す取り
組みとして旭志地区と七城地区で市が
開催し、市民 24 人が参加しました。
講師から基礎的な知識やポイントなど
を聞きながら実際に挑戦し、色とりど
りの寄せ植えを完成させました。

　菊池北小の４年生の児童が、迫間川
の水質と生態を調査。川の水質は綺麗
で、汚れた川に住めない生態系が保た
れていると確認しました。参加した児
童は「ゴミを捨てる人がいたら注意し
たい」と話しました。

　菊池市茶業振興会（渡
わ た

邉
な べ

明
あ き

人
と

会長）
が市内の小中学校にお茶を贈呈しまし
た。同会からの贈呈は今年で８回目。
渡邉会長は「お茶には抗菌作用があり
ます。お茶うがいなど風邪予防に役立
ててください」と効果を説明しました。

　㈱緒方建設を消防団協力事業所に認
定し、表示証を交付しました。市では
火災や災害発生時における協力体制の
充実のため、消防庁が策定している「消
防団協力事業所表示制度」を実施して
います。

　若者の人材育成を目的に市が開催
し、11 名が参加しました。講師の山
本彩さんから行動力や発信力を伸ばす
ポイントが分かりやすく説明され、参
加者からも盛んに質問や意見があがっ
ていました。

　向
む か

井
い

ゆき子
こ

さん（熊本市）が、明治
から昭和初期に合志市にあった農民学
校「合志義塾」塾生（向井さんの父鍋

な べ

島
し ま

辰
た つ

蔵
ぞ う

さん）のノートを自らまとめた
「合志義塾 明治三十九年塾生のノート
抄」を市へ寄贈しました。

　受賞者は下記のとおりです。（敬称
略）標語の部：岡

お か

島
じ ま

沙
さ

莉
り

、（旭志中２
年）、右

み ぎ

田
た

彩
あ や

（泗水中２年）書道の部：
藤
ふ じ

川
か わ

尚
な お

士
と

（隈府小５年）、荒
あ ら

木
き

穂
ほ

乃
の

実
み

( 泗
水東小６年 )、古

ふ る

田
た

桂
け い

啓
す け

（隈府小１年）、
渡
わ た

邉
な べ

あかり（隈府小３年）

　市老人クラブ連合会 ( 井
い の

上
う え

石
せ き

根
ね

会長 )
が、市内の小中学校へタオルと雑巾、
合わせて 700 枚を寄付しました。子
どもたちに学校を大切に使う気持ちを
育ててもらいたいとの願いから、毎年
寄付しています。

　ミニバレーボール大会が開催され、
中学生ら 110 人が参加しました。
A パート : 優勝　川辺 B チーム
B パート : 優勝　九の峰・片川瀬チーム
C パート : 優勝　岩本チーム
D パート : 優勝　伊坂 B チーム

　菊池地区退職女性教職員会（前
ま え

田
だ

秀
ひ で

子
こ

会長）の会員 11 人が、菊池公園の
清掃をしました。参加した会員は「代々
引き継がれてきたボランティア活動。
人の目が届かないところも清掃し、少
しでも綺麗にしたい」と話しました。

　熊本県建築協会に所属する㈱生田工
務店、㈱緒方建設、三和建設㈱が、「公
共建築の日」にあわせ市内の公園のト
イレを清掃しました。熊本建築協会で
は毎年この時期にボランティア活動を
行っています。

　菊池北中体育館で開催された県下小
学校剣道大会で菊池白龍館が優勝し、
県内の小学校剣道の頂点に立ちまし
た。同大会は本年度より社会体育が運
営する道場の参加が認められ、同館は
初めて出場しました。

　姉妹都市である宮崎県西米良村立村
所小学校の５・６年生 18 人が隈府小
学校を訪れ、３日間にわたり交流しま
した。この取り組みは今年で 10 年目。
児童は授業や発表をとおして互いの良
いところを学び合いました。

　田島一区運動公園で開催され、区民
など約 200 人が参加。ステージイベ
ントでは田島保育園児による子ども神
楽などが披露されたほか、地元食材を
使った手作りのおでんやカレーなどの
販売もありにぎわいました。

　熊本市で開催された愛しとーとカッ
プ第 43 回九州ママさんバレーボール
大会に熊本予選を勝ち抜いたチーム

「泗水」が出場しました。決勝では大
会２連覇の鹿児島代表を破り、念願の
初優勝を果たしました。

■ 11月19 日　第63回西日本弓道大会
川口すみ子さんが個人優勝

　宮崎県都城市で開催された第 63 回
西日本弓道大会で、川

か わ

口
ぐ ち

すみ子
こ

さん
（亘）が女子個人優勝に輝きました。
川口さんは「菊池の弓道場は素晴らし
い。よい環境も結果を残せた要因の一
つ」と喜びを語りました。

弓道場に立つ川口すみ子さん

■ 10 月 29 日　加恵区

一次審査で食味値が高いコメの上位５点を
住民らが食べ比べた

第４回加恵米食味コンクール

　第４回加恵米食味コンクールが加恵
区であり、関係者や地域住民がコメの
食味審査に参加しました。収穫できた
ことへの感謝とコメの品質向上を目的
に開催されています。参加者は食べ比
べながら新米の味を楽しみました。
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休日在宅当番医 ※ 当番医は変更される場合があります。最新情報は、菊池郡市医師会テレホンサービス
（歯科と薬局は除く）☎ 0968(25)3300 でご確認ください。

２月25日
㈰

いけざわこどもクリニック（小） 合志市 096（242）6633

宮本内科医院（内） 大津町 096（293）1700

菊陽台病院（整） 菊陽町 096（232）1191

黒川産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（25）1071

もとだ歯科医院 菊池市 0968（38）6373

三隅歯科医院 合志市 096（248）1101

３月４日
㈰

まつもとこどもクリニック（小・ア） 合志市 096（338）8960

菊陽中部クリニック（内） 菊陽町 096（232）1566

緒方整形外科医院（整・リウ・リハ） 合志市 096（248）8181

斎藤産婦人科医院（産・婦） 菊池市 0968（24）1177

今村歯科医院 合志市 096（345）2264

３月11日
㈰

千年内科クリニック（内・循内・小） 合志市 096（273）7227

赤星医院（内・呼） 菊池市 0968（25）2738

勝久病院（内・整） 大津町 096（293）5000

松岡耳鼻咽喉科医院（耳） 菊陽町 096（232）5011

まつおか歯科医院 菊陽町 096（292）3080

３月18日
㈰

武蔵しもむら医院（小・内・ア） 菊陽町 096（339）7561

ナカシマセブンクリニック（内） 合志市 096（288）0777

樽美外科整形外科医院（整・リハ・外） 大津町 096（293）2100

たに耳鼻咽喉科アレルギー科（耳・ア） 菊陽町 096（233）3387

たけした歯科 大津町 096（294）0882

２月４日
㈰

西山医院（内・循・小） 菊池市 0968（25）2561

ふくだ医院（内・耳・ア・泌） 大津町 096（293）2771

森本整形外科医院（整・リハ・リウ・形） 合志市 096（242）2231

菊陽レディースクリニック（産・婦） 菊陽町 096（213）5656

熊本セントラル病院（歯） 大津町 096（293）0555

２月11日
㈰㈷

みやの小児科（小） 合志市 096（248）5800

菊池郡市医師会立病院（内） 菊池市 0968（25）2191

光の森脳神経外科内科（脳・神内・内） 菊陽町 096（232）7711

古賀眼科（眼） 大津町 096（293）1411

ながた歯科 合志市 096（344）2385

熊本調剤薬局菊池店 菊池市 0968（41）5167

きくち薬局 菊池市 0968（23）6350

２月12日
㈪

清原医院（小・内） 菊池市 0968（38）2106

中野クリニック（内・消・腎） 菊池市 0968（25）5861

庄嶋医院（胃・肛・外） 合志市 096（242）3388

ちが産婦人科医院（産・婦） 菊陽町 096（232）9131

泗水中央薬局 菊池市 0968（38）6820

２月18日
㈰

よしもと小児科（小・ア） 菊陽町 096（233）2520
郷胃腸科内科クリニック（胃・内・消・
放） 菊池市 0968（38）2121

柴田整形外科（整・リハ） 合志市 096（346）5500

いしはら皮ふ科クリニック（皮） 大津町 096（293）3003

高江バス停前薬局 菊池市 0968（38）0701

クローバー歯科・子ども歯科 大津町 096（294）6480

お誕生日
おめでとう!お誕生日
おめでとう!

専用フォーム

ハッピー・バースデーに写真を掲載しませんか？
平成30年３月までに誕生日を迎える３歳までの子どもの写真を募集しています。
申込期限　誕生月の前月５日  ※５日が休日の場合は前日。
募集人数　先着 24 人（毎月）
申込方法　 写真にコメントを添えて、市長公室または各支所の広報担当まで

申し込んでください。写真はデータでも受け付けます。写真のみ
後日提出でも可能です。ホームページでも申し込みできます。

大
おお さわ

沢　朋
とも

ちゃん（○菊 上西寺）

松
まつ

田
だ

浩
ひろ

斗
と

くん（○菊 上赤星）

永
なが

田
た

希
き

龍
りゅう

くん（○菊 今）

森
もり

久
ひさ

允
みつ

稀
き

くん（○菊 下組）

松
まつ

岡
おか

侑
ゆう

誠
せい

くん（○菊 上西寺）

岩
いわ

﨑
さき

花
か

奏
なで

ちゃん（○菊 亘） 中
なか

林
ばやし

　誠
まこと

くん（○菊 広瀬）

原
はら

　京
けい

士
し

くん（○菊 東原）

中
なか

山
やま

雅
いぶ

姫
き

ちゃん（○菊 遊蛇口）

松
まつ

山
やま

　陸
りく

くん（○菊 高野瀬）

釡
かま

　瑞
みず

希
き

くん（○泗 田島団地）

管
すが

　爽
そう

介
すけ

くん（○泗 富の原中央）

大
おお

久
く

保
ぼ

聖
せ

菜
な

ちゃん（○菊 上西寺）

福
ふく

島
しま

紫
し

月
づき

ちゃん（○菊 高野瀬）

齊
さい

藤
とう

龍
りゅう

豊
と

くん（○泗 福本一） 宮
みや

川
がわ

結
ゆづ

伎
き

くん（○菊 甲森北）

上
うえ

野
の

心
しん

暉
き

くん（○旭 平） 小
お

野
の

つばきちゃん（○菊 中央通） 斉
さい

藤
とう

冬
とう

真
ま

くん（○泗 富の原北）

これまでの記事はホームページでも見ることができます。
▼市長室へようこそ「メッセージ」
http://www.city.kikuchi.lg.jp/q/list/305.html

市長からのメッセージ

江頭　実vol.46

◆
１
月
上
旬
、
菊
池
白
龍
が
東
京
ド
ー

ム
で
二
日
間
４
回
の
公
演
を
行
い
大
喝

采
を
受
け
ま
し
た
。
全
国
各
地
の
代
表

的
な
祭
り
と
食
べ
物
が
集
ま
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
「
ふ
る
さ
と
祭
り
東
京
」
に
招

か
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
青
森
ね
ぶ
た・

高
知
は
り
ま
や
踊
り
・
高
円
寺
阿
波
踊

り
な
ど
と
並
ん
で
の
競
演
で
す
。
演
舞

に
先
立
ち
私
か
ら
熊
本
地
震
の
ご
支
援

へ
の
お
礼
と
、
映
像
を
使
っ
て
菊
池
市

の
宣
伝
を
行
い
、
続
い
て
１
０
０
名
以

上
の
猛
者
に
よ
る
白
龍
の
熱
演
が
会
場

を
興
奮
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。
会

場
か
ら
は
、
震
災
復
興
へ
の
声
援
と
共

に
、
本
場
の
白
龍
夏
祭
り
を
見
に
行
き

た
い
と
予
想
以
上
の
反
響
を
い
た
だ
き
、

担
ぎ
手
も
白
龍
の
持
つ
力
に
大
い
に
自

信
を
深
め
ま
し
た
。
◆
白
龍
の
全
国
区

で
の
晴
れ
舞
台
は
こ
れ
が
３
回
目
。
二

年
前
の
浅
草
で
の
デ
ビ
ュ
ー
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
夏
に
は
横
浜
の
ス
タ
ジ
ア

ム
で
人
気
ア
イ
ド
ル
の
フ
ァ
ン
12
万
人

の
前
で
披
露
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ

が
今
回
の
出
演
要
請
に
つ
な
が
っ
た
も

の
で
す
。
20
周
年
の
菊
池
白
龍
が
こ
の

２
年
で
３
回
も
東
京
・
横
浜
で
演
舞
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
、
誰
が
予
想
し

た
で
し
ょ
う
。
新
し
い
チ
ャ
ン
ス
が
さ

ら
な
る
菊
池
フ
ァ
ン
を
次
々
と
生
み
出

し
て
行
き
ま
す
。「
三
つ
の
つ
」（
つ
ど

う
・
つ
な
げ
る
・
つ
づ
け
る
）
が
産
み

出
し
た
新
し
い
化
学
反
応
。
今
年
の
菊

池
白
龍
夏
祭
り
が
楽
し
み
で
す
。

「三度目の白龍劇場」
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